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平成２５年度瑞陵会総会・交流会
　２５年度総会・交流会は、２０１３年８月２５日（日）１２時３０分
から約１７０名の参加者を得て、メルパルクＮＡＧＯＹＡで
開催されました。 還暦学年が開催当番になっての３年目
となり、２３回生が中心となって準備・運営がなされました。
　第１部は、司会の江副嘉彦副会長（１６回）が開会を告げ
た後、中村利雄会長（１７回）が挨拶をされました。同窓の
仲間としての絆の大切さとともに、瑞陵高校への支援・在
校生の教育活動の充実・卒業生の同窓会活動の活性化に寄
与することを目的した「一般財団法人　瑞陵高校瑞陵会基
金」の設立に向けた状況を話されました。その中で、市内
に現存する最古の講堂で、歴史的建造物として文化的価値
の高い旧講堂「感喜堂」の保存と活用について、また、２０１７
年（平成２９年）に創立１１０周年を迎えるに当たり記念事業
を実施したい旨を話され、会員の協力を呼び掛けられまし
た。この後、総会の議事が行われ、同じ１Ｆ「輝の間」で、
記念講演（後述）が行われました。
　第２部の交流会は、２Ｆ「瑞雲西の間」に会場を移し、
一之瀬喜之副会長（１８回）の開会挨拶で、和やかな雰囲気
の中で始まりました。来賓の挨拶では吉沢雅之校長が、在
校生の活躍ぶりと瑞陵会の様々な援助への感謝を述べられ
ました。その後、岡本信明顧問（２２回）の乾杯の発生で、
ビュッフェ式の華やかな料理を食べながら会話を弾ませる、

楽しい時間となりました。
　アトラクションでは、当時の応援団リーダー部、石川一
成氏（２２回）と大脇正哉氏（２３回）が中心となり、応援歌
「ああ若人の血は燃えて」、「ああ瑞陵の若人よ」や、逍遥歌
「神の啓しに」を、太鼓の演奏や演舞を交えて、披露しまし
た。参加者の中には、肩を組んで懐かしく歌う方々もあり、
瑞陵高校への思いが一体となったひとときでした。その後、
恒例のお楽しみ抽選会、校歌斉唱と続き、青木偉晃副会長
（１７回）の閉会挨拶でお開きとなりました。
　役員と当番学年の２３回生の皆様の温かさが、心にしみる
会となりました。改めて、皆様のご尽力に感謝いたします。

　記念講演
　演題　「秦琴と私」
　講師　深草アキ（２０回）
　　　　〔本名：深草　彰〕

〈主な経歴〉
　１９７４年　慶應義塾大学法学部

法律学科卒業
　１９７９年　秦琴と出会い、新たな音の創作を始める
　１９８６年　ＴＢＳラジオ「筑紫哲也のニュースジョッキー」

のテーマソングを作曲、演奏
　１９８７年　ＮＨＫ大河ドラマ「武田信玄」の挿入歌演奏
　１９９５年　ＮＨＫドラマ「蔵」の音楽を担当
　２０００年　坂東玉三郎公演「海神別荘」の音楽を担当
　２００６年　尾上松緑主演「夏の夜の夢」の音楽を担当
　　※現在、１枚のＤＶＤを含め、１２枚の作品をリリース

〈秦琴とは〉
　中国の古典楽器で、その故郷である中国に於いても専門
の演奏家の少ない珍しい楽器。深草氏は、この楽器と３０数
年前に出会い、独自の音色をもつ音楽を創りあげてきた。
秦琴を用いた音楽家は、深草氏一人である。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　前日よりスタッフ２人とともに東京より来名し、マイク
等のセッティングやリハーサルを行うなど、当日は、音楽
を生業とする深草氏の意気込みを感じた講演や演奏となり
ました。秦琴演奏家になったいきさつや、楽器のことを話
しながら、４曲の演奏がありました。秦琴の音は、日本の
琴や三味線の音に似て非なる音で、聴く者の心に響いてい
ました。
　また、優しい人柄が話や演奏に表れ、その魅力は会員の
心をつかみ、持って来たＣＤは完売され、好評を得ていま
した。
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平成２６年度瑞陵会　総会・記念講演・交流会のお知らせ
日時　２０１４年（平成２６年）８月２４日（日）　１２：３０～１６：３０

場所　メルパルク名古屋
　　　名古屋市東区葵３－１６－１６（ＪＲ千種駅徒歩５分、地下鉄千種駅１番出口すぐ前）
　　　電話　０５２－９３７－３６６５

会費　５，０００円　当日会場でお支払いください（６３回生（平成２３年３月卒）以降の卒業生無料）

日程　１２：００　受付開始
　　　１２：３０　瑞陵会総会（１Ｆ　輝の間）　…終了後講演会準備
　　　１３：３０　記念講演　（１Ｆ　輝の間）
　　　　　　　講師　判治　誠吾　大同メタル工業株式会社会長（瑞１２回）
　　　　　　　演題　「人を育てる」　　　　…終了後移動（受付も移動）
　　　１４：３０　交流会（２Ｆ瑞雲西の間　ビュッフェ式）
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　瑞陵会会長に就任して２年が経ちました。この間、瑞陵
会の財政基盤の強化のための賛助会員制度の導入、２０１７年
に迎える創立１１０周年記念事業等のための一般財団法人瑞
陵高校瑞陵会基金の設立、更には同窓生各位の交流の拠所
となる会員名簿の発刊等々の事業を進めてまいりました。
お陰様で多くの会員の皆様の賛同を得て賛助会員は２６年６
月末で６８０人、１１０周年事業のための寄付は同じく８５０万円、
名簿は１０月上旬刊行予定、感喜堂の耐震補強工事着手は７
月２８日と事業は着々と進んでいます。しかし、いまだ道半
ばかと思います。
　多くの多様な会員から構成される同窓会組織の運営には、

瑞陵会会長　中 村 利 雄
（瑞１７回）

会　長　挨　拶
他の企業や団体とは違った難しさがあります。私が現在勤
務しています日本商工会議所は５１４の各地商工会議所とそ
の傘下の１２６万会員企業から構成されていますが、常に会
員とのコミュニケーションの向上に取り組んでおり、その
キーワードは現場主義と双方向主義です。同窓会において
も、現場主義に基づく会員の生の声の収集と双方向主義に
よる会員間、会員と会との相互理解の進展は、会の円滑運
営に不可欠と考えています。これまで以上にこのことに留
意して会の運営に当たりたいと思います。
　最近、母校やＯＢの活躍がマスコミ等で取り上げられる
ことが多くなっているように思います。このことは、会員
の絆を深める上でも大変好ましいことと思いますし、また、
在校生や入学希望者にも大いに励みになると思います。
１１０周年を契機にしてこれまで以上に同窓会活動が活発化
し絆が深まり、同窓会活動に参加することがより楽しくな
るようにしたいと考えています。会員各位のより一層の御
支援、御協力、御参加を期待しています。

司法書士グリーンフォーラム

司法書士 林　　　勝　博

（瑞１９回）

〒458-0036 名古屋市緑区六田一丁目200番地

TEL.052-624-1885 FAX.052-621-1384

佐久間医院

院　　長 佐久間　修　三

（瑞１９回）

〒464-0811　名古屋市千種区朝岡町2-1

TEL/FAX.052-781-0430

　歴史と伝統ある瑞陵高校の同窓生の皆さんからは、現在
本校に通う生徒の一人ひとりに大いなる夢の実現を期待し
ていただきながら、様々な形で励ましていただいているこ
とに心から御礼申し上げます。
　今年は創立１１０周年に向けての事業の原案も提示下さり、
同窓生と現場の生徒職員との間の一体感がさらに高まりつつ
あるように思います。まずは日頃の教育活動にできるだけ支
障がないように感喜堂の改修工事が無事終わることを祈念し
ております。また、同窓生の熊沢様によって設立された一般
財団法人瑞陵高校助成基金からは、本年特別に「イタリア・
フランス見学の旅」を企画・贈与していただき、さらに生
徒たちの情報教育活動推進のためタブレット５０台を貸与し
ていただくことになりました。皆様の生徒に向けた熱い思
いと迅速な対応に教職員一同身の引き締まる思いです。
　さて、今年度で私は６０になりますが、食物科や定時制はど
うでしょうか。五中―瑞陵百周年記念誌によりますと、食物
科という名称は１９６３年度からのようですが、全日制課程家庭
技芸課程（食物を主とする）ができたのは１９５４年で私と同じ
６０周年を迎えることになります。けれども１９８４年発行の
「食物科三十五年のあゆみ」という冊子では、瑞陵高校の設
立当時の「家庭課程（被服・食物を主とする）」から数え
ているようで今年は６５周年というのが正解のようです。
　それから定時制ですが、同記念誌には次のようにありま
す。「１９４０年（昭和１５年）２月、愛知県熱田夜間中学校が
創設された。入学資格は尋常小学校卒業、修業年限は５年
とされていた。」このことから、２０１５年２月には７５周年を迎
えることになり、本年度は７５周年といっていいでしょう。

実際１９８９年１１月には５０周年記念式典が挙行されており、そ
の年から今年は２５年目にあたり１１月に７５周年記念式典を開
催してもおかしくない年ではあります。
　このように食物科・定時制ともに記念すべき年に、感喜
堂の改修工事と食物科棟の耐震改修が行われるのも何かの
縁であろうと思います。感喜堂の改修保存工事は、予想さ
れる予算の関係上きわめて実現が難しいと思われていまし
たが、同窓生とりわけ役員の方々の並々ならぬご尽力のお
かげで実現することができました。同窓生にとってこの
「旧講堂」は瑞光館ができる前までのことであり、その後は
図書館として、またその後は食堂として専ら定時制生徒が
利用していたものであり、自分自身で大いに利用されたと
いう方は、役員の中にはあまりいらっしゃらないであろう
に…。故郷とか母校とはまさにそういうものなのだと実感
しています。
　私たち自身が縁あって育った環境は、関連性の程度を問
わず全てが愛おしく大切にしたいものであり、その思いを
持続させていくことによって、同郷の人間の互いの結びつ
きを強化し、結果として私たちが想像する以上に私たち自
身には深い繋がりがあったことを自覚させてくれるもので
あると。
　本校を巣立っていく若者には、瑞陵高校のＤＮＡを大切
にし続けることで多くの人々との結びつきを強化し、結果
として自分自身が大勢の人と深く繋がっていることを実感
してほしいと願っています。それは、誰もが自分が知らな
いうちに背負っている肉体的あるいは社会経済的な制限を
乗り越えて、たくましく自己実現するという理想の生き方
と同義であると考えます。
　それでは、瑞陵高校のＤＮＡとは何か。校長としての任
期三年間の私なりの結論を言えば、瑞陵高校のＤＮＡとは
「他者との共感に基づく優しさ」です。他者との共感は、た
だ待っているだけでは得られず一歩踏み出す勇気が必要で、
優しさを発揮するには、自分を素直に受け入れることが前
提です。

校長　吉 沢 雅 之

食物科６５周年、定時制７５周年
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株式会社　光商会

取締役社長 �　田　明　弘
（瑞１３回）

〒456-0052 名古屋市熱田区二番一丁目14-8

TEL.052-682-6211 FAX.052-671-0135

http://www.hkr-s.co.jp

機械要素部品の総合商社
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エール国際特許事務所

弁　理　士
代表パートナー 間　瀬　�一郎

（瑞１１回）

〒460-0002　名古屋市中区丸の内3-22-7

　　　　　　　　丸の内OSビル4F

TEL.052-959-4520 FAX.052-959-4522

名古屋フランスcorp株式会社

代表取締役
会　　　長 服　部　幸　三

（瑞１４回）

〒470-0112　愛知県日進市藤枝町西外面16

TEL.0561-73-4601 FAX.0561-75-4545

http://www.nagoyafrance.co.jp

 粟  田 敬八税理士事務所
アワ タ

所　　長 粟　田　敬　八

（瑞１９回）

〒454-0911　名古屋市中川区野田1-193

TEL.052-351-0251 FAX.052-352-8268

　去る４月１２日（土）関東瑞陵会の第１１回総会が東京のア
ルカディア市ヶ谷で開催されました。参加者は１５５名で、
過去最高でした。
　関東瑞陵会は平成９年（１９９７年）に発足し、第５回まで
は毎年総会を開催、第６回からは隔年で開催しています
（発足の経緯については、これまでの会報を参照ください）。
ここでは今回の主な点に絞って紹介します。
　今回の特徴は、テーマに「瑞陵魂」を掲げたことです。そ
の具体化の一つは意外と知られていない杉原千畝先輩の偉業
を伝えようと、場内の掲示板にいろいろな資料を張り、出版
された本を並べ、長屋勝博（瑞２２回）さんが紹介しました。
　もう一つは、応援歌、逍遥歌を知らない年代があること
がわかり、校歌とともに大合唱しました。しかもリーダー

の安島政実（瑞１８回）さん、稲葉
賢治（瑞１９回）さんは学ランに着
かえ、白手袋・白ハチマキという
まさに応援団復活です。古橋成彦
（瑞２９回）さんの太鼓のリズムに合
わせ、手拍子、エールもひと通り
行いました。これはもう大変な盛
り上がりとなり、心配された太鼓

の音よりも参加者の合唱の声がはるかに大音量でひびいて
いました（動画配信中「瑞陵魂」で検索ください）。
　瑞陵会の中村利雄会長からは、瑞陵高校をめぐる最近の
話がありました。とくに市内最古の講堂である感喜堂（旧
講堂、図書館）の保存について、卒業生のいっそうの協力
へのお願いがありました。
　今回の総会には、２７回卒、２８回卒、２９回卒などの比較的
若手の新しい方が多く参加されました。これはさらに発展
していくことが期待できます。企画運営にあたった佐藤正
徳（瑞２９回）さん、平進太郎（瑞２９回）さん他の総務幹事
のみなさんが「たより」を含め、新しいアイデアで引っ張っ
ていくことに頼もしさを感じました。
　次回総会は、平成２８年４月９日に開催予定です。卒業生
は、関東地区以外の方もだれでも参加できます。幹事一同
お待ちしています。

関東瑞陵会副会長　荒 木 郷 兵（瑞１６回）

瑞陵高校応援団復活 !?
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　昨年６月の知事・市長の訪問以来、時々ニュースの種と
なった感喜堂（旧講堂）は本年度耐震改修工事が行われる
ことになった。予定よりは遅れたものの、７月１０には工事
担当の業者が発表され、８月から本格的工事が始まる。そ
れに先立ち、学校では７月１８日の終業式の午後感喜堂内部
を開放し、普段は感喜堂に入ることのない全日制の生徒が
見学する機会を持った。
　耐震改修工事と化粧直しの済んだ感喜堂が姿を現すのは
来年の３月。どんな姿になるかは非常に楽しみである。
　瑞陵会は耐震補強工事の済んだ後、創立１１０周年記念事
業の一環として、北側の一部をスライディングウオールで
仕切り、生徒用の学習室を整備するとともに、空調施設を
導入し３００名を収容するホールとしての機能も持たせるこ
とを考えている。
　今回は耐震改修に至る過程を整理してみた。（一部「会報
２０１３」と重複）

平成２４年２月１４日
　感喜堂に係る名古屋市歴史的建造物認定の検討について
の報告（県教育委員会財務施設課）

　・感喜堂を名古屋市都市景観条例に規定する「認定地域
建造物資産」として認定したい旨の依頼があったが「当
面保留とし認定申請はしない。」

感喜堂（旧講堂）の耐震改修に至る経過 平成２４年１０月２３日
　感喜堂に係る名古屋市歴史的建造物の対応について
　吉沢校長・中嶋事務長と財務施設課との話合い。
　・学校：毎日利用する建物であり、今後の方向性をうか

がいたい。校長としては安全面から「改築」を望む。
　・財務施設課：余剰建物なので取壊しが基本であるが、

知事のマニフェストにより現在保留になっている。 
同窓会の意見も確認してほしい。

平成２５年１月１１日
　津島高校旧講堂の改修についての調査報告（瑞陵会事務局）
平成２５年２月２６日
　瀬口・佐合氏視察
平成２５年５月１日
　瑞陵会から教育長宛「感喜堂の存続及び改修の陳情書」提出
平成２５年５月２日
　県教育委員会から「今後の進め方について」：基本調査（耐
震度、コア抜き、はつり）の結果によって耐震改修可能な
らば耐震改修設計を行うが、不可能であれば建替える。
　この後、感喜堂の使用頻度、給食設備の調査が行われた。
平成２５年６月９日（日）読売新聞（全国版）
　「歴史的校舎守りたい」で愛知瑞陵の旧講堂が紹介された。
平成２５年６月１３日
　感喜堂の知事視察（１１時３０分～１２時）
　・大村知事、管理部長、財務施設課長、河村市長、まち

づくり推進室長等１２名
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滝山獣医科病院

獣医学博士 滝　山　　　昭

（瑞１６回）

〒458-0835　名古屋市緑区鳴海町上汐田220

TEL.052-621-0179 FAX.052-621-2020

近藤産興株式会社

代表取締役 近　藤　昌　三

（瑞１０回）

〒457-0822　名古屋市南区浜田町1-10

TEL.052-611-5561㈹ FAX.052-611-5826
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モダンルネサンスを加味した大正建築
県立瑞陵高校感喜堂の魅力

名古屋市立大学名誉教授　瀬 口 哲 夫

　１９２４（大正１３）年に完成した愛知県立瑞陵高校感喜堂（旧講
堂）は、今年で９０周年を迎える。生まれた時は、愛知県商業
学校の講堂として造られたが、戦後の教育改革により、１９４８
（昭和２３）年、新制の愛知県立瑞陵高校の講堂（注１）となる。以
来、講堂として、使われたが、新しい講堂が造られたことか
ら、１９６４（昭和３９）年１１月、図書館として再出発した。さらに、
図書室が整備されたことから、１９７９（昭和５４）年３月３１日か
ら、定時制給食室となり、感喜堂と命名され、現在に至って

いる。感喜堂は、瑞陵高校にとって、そ
の時々の教育上の要請に応えながら生
き続けてきた歴史的な建物である。
　桟瓦葺き、寄棟造、平屋建ての瑞陵
高校感喜堂は、梁間１５.６ｍ、桁行２７.４ｍ、
面積約４３０㎡ とこじんまりしたもので
あるが、名古屋市内にある学校の講堂
としては最古のものである。講堂とし
て、大勢の生徒が集まる場所のため、
天井は５.９ｍと高く、２階の高さの位置

に、大きな高窓が設けられており、明るい講堂内部となって
いる。講堂北側中央には窓がなく、壁面となっており、ここ
が講堂の正面で、反対の南側に来客などの玄関口がある。
　天井の桁行方向に２本の大きな梁（注２）を架け、その間の
天井をやや高くし、長手方向に板を張り、左右の天井をや
や低くして、短手方向に板を張る。このことにより、玄関

入口から正面ステージ（注３）に向かっ
ての方向性を生み出している。また、
大きく取った窓の間の縦長の細い壁
を柱とみなし、その最上部に２本の
横筋を入れ、柱頭飾りとしている。
こうしたところに、大正期の講堂の
モダンさを読み取ることができる。
　１８９７（明治３０）年の旧愛知県第二尋
常中学校（注４）講堂は、桟瓦葺き、寄横
道、平屋建てであるが、構造は木造。大正期の瑞陵高校感喜
堂（１９２４年）と津島高校旧講堂（１９２３年）は同時期に造られた
こともあり、よく似ている。共に、構造は、壁のみが鉄筋コ
ンクリート造で、小屋組は鉄骨トラス造（注５）。これが昭和前
期の講堂となると、滝学園講堂（１９３３年）のように、鉄骨ト
ラスの小屋組に鉄筋コンクリート造で、２階席（ギャラ
リー）を設けるものが登場。さらに、東海学園講堂（１９３１
年）や金城学院高校栄光館（１９３６年）のように、鉄骨鉄筋コ
ンクリート造の３階建てとなり、１階を食堂や図書館に使
い、２・３階を吹き抜けのある講堂とするなど、より立体
的になる。その意味で、大正期の瑞陵高校　感喜堂は、明
治中期と昭和前期の中間に位置する講堂で、その変遷を知
る上で要の位置にあることがわかる。
　瑞陵高校感喜堂は、愛知県営繕課の設計。その特徴は、
「モダンルネサンスを加味した鉄筋コンクリート造」（注６）と
される。外部に出した柱の下部に、やや膨らみを持たせ、
柱基を現わし、柱の頭には、簡略化した繰形を施している。
これも明治期や昭和前期の講堂にない、モダンルネサンス
的意匠といえよう。感喜堂は、こうした装飾により、講堂
としての格式を持ちながらも、モダンな明るい講堂となっ

株式会社　新栄商会
代表取締役
社　　　長 時　津　達　也

（瑞44回）

〒468-0056　名古屋市天白区島田2-516

TEL.052-801-1222㈹　FAX.052-803-1321

http://www.e-net-shinei.co.jp

NC工作機械・工具の総合商社

　・スケジュール
　　６月　「コンクリート構造躯体状況調査」
　　９月　調査結果に基づき、補強工事もしくは補強外工

事の検討
　　１２月　補強外工事の場合の工法・工事費の検討を行い

方針を決定する
　・当日取材マスコミ
　　東海テレビ、ＮＨＫテレビ、ＣＢＣテレビ、中京テレ

ビ、テレビ愛知、メーテレ、朝日新聞、読売新聞、中
日新聞（順不同）

平成２５年７月２３日
　名古屋市議視察（９時３０分～１０時３０分）
　・減税日本名古屋の四名の議員、対応は財務施設課主幹、
課長補佐、校長

平成２５年１１月
　校地（工事用利用可能地）・給食機器の調査
平成２６年１月
　厨房施設改修案作成（長谷川栄養士を中心に作成、健康
学習課に提出）

平成２６年１月２４日
　ＣＢＣテレビ放送（イッポウ）
　・「県は旧講堂『感喜堂』の耐震補強をし、保存する方

針を固めた」と報道

平成２６年２月６日
　名古屋大学大学院環境学研究科　西澤泰彦准教授の視察
（名古屋歴史的建造物保存活用推進会議委員）
平成２６年２月２６日   
　財務施設課と岡本設計事務所への耐震改修に伴う要望提出
平成２６年３月１７日 
　瑞陵会役員会への連絡
　・今年度３月末までに耐震補強工事の設計終了見込み
　・家庭科棟耐震補強工事に併せて、感喜堂の耐震補強工

事も行う
　・工事期間は８ヶ月程度必要なので８月には着工する見込み。
　・壁面は原則現状で保存。壁面の１５０cm内側に１４本の柱

を基礎から増設しその柱を利用して側面の補強を行う。
　・屋根・天井・床は全て撤去して工事を行う。
平成２６年４月６日読売新聞「瑞陵高旧講堂保存へ」県の耐
震改修工事の実施を報道
平成２６年６月４日（水）メーテレ「注目ニュース」
　「名古屋市内最古の講堂　保存へ」と報道された。
平成２６年７月１０日入札結果公表
　・瑞陵高校食堂等改修建築工事…株式会社木津工務店
　・瑞陵高校食堂等改修電気工事…鯱電気工業株式会社
　・瑞陵高校食堂等改修管工事　…宝工業株式会社
平成２６年７月２８日着工予定
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　大学を卒業した年の秋、私は楽器とトランク一つをもっ
てドイツのカールスルーエという街に立っていた。この時
はまさか、自分がそこに７年半も居る事になるなんて、思
いもしなかった。私の留学記を駆け足で紹介したい。
　ドイツに留学するためには、大学ではなく、まず師事し
たい教授を決めなければならない。私はそれまで一度も
ヨーロッパに行ったことがなく、どの先生に師事したらよ
いのかも全く分からなかった。そこで私は、面識のない日
本人の有名チェリスト達にメールを送り、どのチェリスト
からも名前の挙がったマーティン・オスターターク教授の
いるカールスルーエ音楽大学を受験することにした。ドイ
ツを選んだのも、好きな作曲家にドイツ人が多かったとい
う単純な理由である。この単純さと無謀さがよかったのだ
ろうか。私は幸運にもその先生の生徒になることができた。
　入学してみると、私のクラスメイトは年下の天才少年少
女ばかりで、自分の技術の未熟さを痛感する日々が待って
いた。さらに、日本でのドイツ語勉強のサボりが響き、ド
イツ語も殆ど喋れない。そこで私は、その年下のクラスメ
イト達と昼ご飯を食べ、夜は練習後にビールを飲みに行き、
なるべくたくさん交流することでドイツ語や現地の習慣を
覚えていった。ドイツの学校は、日本のように学期末に一

斉実技試験で点数をつけて
他人と比較するという方法
はとっていない。大学に入
学する年齢も自由、卒業す
る時期もバラバラ。だから、
他人にライバル心を持つと
いうより、自分との戦いな
のだ。クラスメイトはとて
も仲が良く、情報を交換し

たり、冗談を言って爆笑したり、
時には先生への文句を言い合っ
たり。今考えると、何と幸せな
環境だっただろうか。寝ても起
きても、ひたすらチェロに向き
合える時間。
　そんな私が、自分の住んでい
る街のオペラ歌劇場の研修生と
なったのは、渡独から２年後の
こと。たまたまその歌劇場（ド
イツには街ごとに地元の歌劇場
がある）が、半年間の研修生を
募集していた。それがきっかけ

で、私の音楽観はガラッと変わった。
　日本に居る時は、オペラには全く興味が無かった。オペ
ラでは、舞台上で華やかに歌手が歌い、「楽器弾きはオーケ
ストラピットという半地下に潜るただの伴奏役でしょ」と
思っていた。
　しかし、初めてオペラを弾いたその日から、オーケスト
ラだけの交響曲や、ソロには無い世界に、私は魅了された。
場面の変化、主人公の心の変化を私たちが音で表すのだ。
その音で、その場の時代や空気さえ変えてしまう。歌手と
私たちの息がピッタリあった瞬間の幸福感。それ以来、私
はオペラのとりこになってしまった。毎日違うオペラを弾
ける事が、楽しくて仕方がなかった。
　私の楽器を弾く姿勢も変わった。専門的な話になるが、
楽器を弾くという事は、ただ楽器が鳴るのではなく、歌手
と一緒で弾き手の呼吸や姿勢がとても大事で、弾く人間と
楽器が共鳴して、身体から音が出るのである。それが自然
に出来るようになった。
　研修期間が終わった後は、契約団員としてその劇場オー
ケストラに留まり、その後隣町の歌劇場で帰国３日前まで
働いた。この経験は、私の人生の宝物である。
　ドイツでの生活が７年を過ぎた頃、ふと今後の人生を考
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てらかど動物病院

院　　長
獣　医　師 寺　門　俊　博

（瑞４５回）

〒465-0087　名古屋市名東区名東本通5-19

TEL.052-703-1101 FAX.052-703-1189

http://www.terakado-ah.com

太子歯科医院

院　　長 小　森　敦　夫

（瑞３３回）

〒458-0823　名古屋市緑区太子2-190

TEL.052-623-1184 FAX.052-623-0799

http://www.taishi-dental.com/

株式会社エイチ・ケイ・コーポレーション
代表取締役
社　　　長 加　藤　秀　雄

（瑞２５回）

〒352-0006　埼玉県新座市新座1-13-19

TEL.048-485-1483 FAX.048-479-7701

Email katochan@df6.so-net.ne.jp

生命保険・損害保険代理業

ている。
　「歴史的な建物がない都市は、記憶のない都市である」と
いわれるように、「歴史的な建 物がない学校は、記憶のな
い学校」ということができる。その意味でも、大正建築と
しての感喜堂を是非大切にして欲しいものである。

注１　県立瑞陵高校の前身の旧制愛知県第五中学校の創立は、
１９０７（明治４０）年である。戦後の教育改革により、県立愛
知商業学校などと統合され、戦災で被害を受けた第五中学
校の木造校舎は使用に耐えなかったことから、隣地の県立
愛知商業学校のＲＣ造校舎を使用することになり、移転し、
現在に至っている。

注２　構造的なものでなく、梁に見える、装飾的な箱形である。
注３　南側にあった玄関入口と北側にあったと考えられるス
テージは、改修されており、現在はない。

注４　現在の愛知県立岡崎高校。旧制愛知県第二尋常中学校講
堂は岡崎市針崎町に現存する。

注５　感喜堂の小屋組は、中央に垂直の真束を持つ、キングポ

スト・トラスで、２つの山形鋼（２L－７５×７６×６）をリベッ
トで合わせ斜材を造り、その隅をガセットプレートでそれ
ぞれ緊結したものとなっている。

注６　当時の愛知県営繕課の担当者は、この当時の県立学校の
建物様式について、モダンルネサンスと表現している。

謝辞　愛知県教育委員会財務施設課永墓悟課長補佐、加藤
勇一さん、文化財保護室小川芳範課長補佐、佐合広利名古
屋市市政資料館館長をはじめ、関係者の皆さんに感謝しま
す。

瀬口哲夫氏の略歴
１９４５年生まれ。名古屋市立大学名誉教授。
工学博士。専門はまちづくり、近代建築
史。近代建築など歴史的遺産を活かした
まちづくりに積極的にかかわる。現在名
古屋市及び岐阜市の歴史的風致維持向上
計画協議会会長などを務める。

チェリスト（名古屋市立菊里高校非常勤講師）野 村 友 紀（瑞５３回）

ドイツ留学の記

カールスルーエ音楽大学
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株式会社　アオキスーパー

取　締　役
相　談　役 青　木　偉　晃

（瑞１７回）

〒453-0054　名古屋市中村区鳥居西通一丁目1番地（本社）

TEL.052-414-3600 FAX.052-414-3609

http://www.aokisuper.co.jp

つばめ自動車株式会社

代表取締役
社　　　長 天　野　清　美

（瑞１７回）

〒460-0008　名古屋市中区栄一丁目２１番１７号

TEL.052-201-8031㈹ FAX.052-201-8036

http://www.tsubame-taxi.or.jp

ムツミ工業株式会社

代表取締役 近　藤　哲　典
（瑞22回）

〒462-0866　名古屋市北区瑠璃光町5-1

TEL.052-913-2111㈹　FAX.052-913-2100

http://mutsumi-industry.co.jp

プレス金型と製造設備専用機械の設計製作など

え始めた。そんな折、日本で後進の指導をしないかという
お話が舞い込み、今が帰るタイミングなのだと思い、帰国
することになった。日本の湿気にはげんなりしつつも、指
導する側になって初めて分かることも多く、更に室内楽や
ソロの機会も多くなり、充実した日々を過ごしている。
　ドイツで普通に吸っていた空気、見上げていた高い空、
いつのまにか喋れるようになったドイツ語、生活の中に当
たり前の様にある音楽、友達、同僚、胃にもたれるドイツ
料理、おいしいビール。全てが今の私を作っていると思う。

ドイツという外国から見て分かった日本のよさにも沢山気
付くことができた。
　ここまで何も言わず応援してくれていた両親には、ただ
ひたすら感謝である。

☆　　☆　　☆　　☆　　☆
西郷先生経由で「演奏会のポスターに『瑞陵会後援』の文言を入れた
いのですが…」という相談をうけたことがご縁で、この文章を書い
ていただきました。今回は都合がつかず交流会での演奏はかないま
せんでしたが、演奏会にお出かけいただけると幸いです。（事務局）

１．はじめに
　「云う迄なく日本が生んだ世界的な探偵小説界の巨人」2で
ある江戸川乱歩は、１９０７（明治４０）年４月１５日、１期生とし
て瑞陵高校の前身である旧制愛知五中へ入学し、１９１２年３月
１７日に五中を卒業している3。１期生の受験生は５７４名、合格
者は１００名である4。卒業生は６６名である5。
乱歩の五中での学業成績は、中の上であり、多くは２、３０番
であったという（１年生の１５番が最上位の成績）。乱歩は既に
小学５、６年生の頃から友人と少年雑誌を作って遊ぶことを
はじめ、五中在学中も断続的に数種の雑誌を刊行している6。
２．乱歩の五中評
　「僕の中学校は名古屋在にあったのですが、今のように開
けなくて、学校はできたばかりの豚小屋みたいなバラックだ
し、校庭には名物の大根が植わっていて、われわれはそれを

引き抜いて、地ならしをするのが課業外の課業だった始末で、
市中からそこへ通学するには、一里くらいも畑のあぜ道を雨
の日なんかはドロドロになって歩かねばならなかった。」7

　この乱歩の記述は、音も似ているため第五中学は「大根中学」
とからかわれたという瑞陵史のエピソード8等と軌を一にする
ものである。もっとも、西原吉治郎9が設計を手がけた五中の
校舎（竣工１９１１年）は、同氏が設計を手がけた旧制八高（竣工
１９０９年）及び旧制愛知一中（竣工１９０９年）と同じく、名古屋に
おける当時の建築物としては最高級のものであった。した
がって、この「豚小屋みたいなバラック」の校舎とは、正式な
五中校舎が建設される前の仮校舎を指していると思われる。
３．瑞陵初の自転車通学？
　乱歩は「私は名古屋市の中学時代に八キロの道を自転車で
かよった」と記している10。１９０７年当時、自転車は現在の３０万
円～百数十万円相当11と極めて高価であり、一般市民には普
及していなかった12。当時の名古屋市の人口は約３０万人であ
る13のに対し、１９０５年の名古屋市内の自転車は１７１３台であ
る14。五中卒業の年に父親の事業が倒産するまでは裕福な生
活をしていた乱歩だからこそ、自転車通学が可能だった。そ
こで、五中１期生である乱歩が、五中（瑞陵）の自転車通学
者第１号と思われる。

五中・瑞陵史発掘

瑞陵と江戸川乱歩1（五１回）
――乱歩生誕１２０周年――

三 品 耕 作（瑞４７回）

　　　　　　　　　　　　　　　
１　本名は平井太郎、１８９４年１０月２１日生～１９６５年７月２８日没。来年は没後５０年である。
２　「学術と芸術」島洋之助編『百萬・名古屋　復刻版』（樹林舎、２０１２）１７１頁。
３　瑞陵会『五中－瑞陵百周年記念誌』（中部日本教育文化会、２００８年）１７２頁、３５４頁。
４　Web版「五中－瑞陵６０周年記念誌」（以下、「web版６０周年記念誌」という）（http://www.bekkoame.ne.jp/i/zuiryokai/６０kinen１.htm）。
５　『五中－瑞陵百周年記念誌』１４頁、３５４頁。
６　それらの雑誌、五中時代の授業ノート、日記、五中の学業成績についての後年の直筆コメント等は、江戸川乱歩『江戸川乱歩推理文庫特別補巻　貼雑年譜』
（講談社、１９８９年）１４～１８頁に掲載されている（以下、『貼雑年譜』という）。『貼雑年譜』の解説書としては、乱歩の息子で社会学者の平井隆太郎『乱歩の軌
跡　父の貼雑帳から』（東京創元社、２００８年）がある（以下、『乱歩の軌跡』という）。また、「乱歩と名古屋」についての論文は、五中の卒業生（五３９回）で
郷土史家である斉藤亮「名古屋の探偵小説家（二）江戸川乱歩」郷土文化４５巻３号５３頁（名古屋郷土文化会、１９９１年）が嚆矢である。さらに、入手しやすい
本としては、小松史生子『乱歩と名古屋』（風媒社、２００７年）がある。今回の執筆の過程で、斉藤・小松両氏、落合教幸氏（立教大学江戸川乱歩記念大衆文化
研究センター学術調査員）及び向田諭氏（名古屋市立鶴舞中央図書館司書）に資料についてアドバイスを頂く機会があった。また、落合氏には旧乱歩邸を案
内して頂いた。皆さんに感謝申し上げる。なお、小松氏によれば、先日、『江戸川乱歩の迷宮世界　生誕１２０周年』（洋泉社MOOK、２０１４年）が出版されたとい
う（私は現時点で未読）。

７　江戸川乱歩「乱歩打明け話」『江戸川乱歩全集７』（講談社、１９６９年）３７３頁。
８　「web版６０周年記念誌」＜”大根中学”の異名＞の項目参照。
９　瀬口哲夫『官庁建築家・愛知県営繕課の人々』（C＆D出版、２００６年）９７頁。
１０　江戸川乱歩「サイクルおしゃれ時代」『江戸川乱歩推理文庫６０うつし世は夢』（講談社、１９８７年）２７９頁（以下、『推理文庫６０』という）。なお、当時の道路状
況を考えても、この「八キロ」は誇張であり、乱歩の自宅（中区栄３丁目３番地付近。現在の丸栄百貨店裏の旧名古屋証券取引所界隈）から五中までは直線
で測ると約４キロである。乱歩の息子である平井隆太郎氏も、「自宅から一里くらい」と記している（『乱歩の軌跡』１８頁）。なお、乱歩の自転車通学について
は当初、前掲の斉藤論文に記述があるものの、一次文献が私には不明だった。斉藤氏も忘れたとのこと。そこで、森重統氏（瑞陵会事務局）の紹介で今年５
月に乱歩の孫である平井憲太郎氏に直接質問する機会を私は頂いたが、憲太郎氏も自転車通学の有無はご存知ではなかった。結局、落合氏に教えて頂いた６５
冊の文庫の中から自力で探し当てた。

１１　名古屋新聞（現在の中日新聞）朝刊（明治４０年１０月８日付け）４頁最終版の新聞広告「梅村自転車」参照（この広告の発見は向田氏のご尽力による）。この
広告には「ローマン号自転車一台通常１１０円、特別割引８５円」と明記があり、ローマン号自転車とはカナダのトロントからの輸入車との説明がある。消費者物
価指数３０００を掛けると、当時の自転車の価格は現在の３０万円相当となる。もっとも、当時の巡査の初任給は１２円、大工日当は１円である。したがって、自転
車の価格は現在の３０万円～百数十万円相当と推測できる。 

１２　「web版６０周年記念誌」では「自転車はまだまだ高嶺の花、当時鳴海じゅうで二、三台しかない状況」である。
１３　名古屋市の人口は、２９万８９１８人（１９０５年１２月３１日現在）、３０万７６２４人（１９０６年１２月３１日現在）、３５万４７３３人（１９０７年１２月３１日現在）である（「人口の累年比較」
名古屋市総務局行政部統計課『名古屋市百年の年輪』（名古屋市、１９８９年）２０頁）。なお、１９０６年と１９０７年の間の人口急増は愛知郡の一部の編入による。

１４　「１９０５年名古屋市内の自転車台数」自転車産業振興協会『自転車の一世紀』（自転車産業振興協会、１９７３年）５０３頁。ちなみに、１９０１年の名古屋市内の自転車
は９４１台であり、４年間で約１.８倍に増加している。
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原稿募集のご案内
　編集委員会では、『五中・瑞陵史発掘』シリー
ズの原稿を求めています。事件、出来事、卒
業生の活躍、学校行事、生徒会活動、クラブ活
動などについて書いていただける方、資料を
提供していただける方はふるってご寄稿くだ
さい。また、推薦していただける方があれば、
その情報も編集委員にお知らせください。

編集責任者：浜島昭二（瑞１９回）
shoji.hamajima@gmail.com

瑞陵会会長

中　村　利　雄

（瑞１７回）

日本商工会議所・東京商工会議所専務理事

〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-2-2

ナカシャクリエイテブ株式会社
代表取締役
社　　　長 山　口　　　寛

（瑞37回）

〒468-8533　名古屋市天白区井の森町205

TEL.052-895-1131 FAX.052-895-1844

http://www.nakasha.co.jp

施設管理支援・情報管理支援・文化財事業

　今日、瑞陵高校の自転車通学者の割合は、１年生が２１.７％、
２年生が３６.６％、３年生が３８.７％と学年が上がるにつれて上
昇する傾向にあり、全体としては３２.３％である（２０１４年６月現
在、瑞陵高校生活指導部）。残りの大半の生徒は、地下鉄を利
用して通学していると思われる（瑞陵高校は、市内では、最
寄りの地下鉄の駅からの距離が最も短い県立高校である（駅
から徒歩５分））。
４．瑞陵初の停学処分？
　乱歩は中学３年生の１９０９年９月から、五中構内にあった寄
宿舎に入っている15。医師が、乱歩は心臓が弱いため遠距離
の通学ではなく寄宿舎に入ることを勧めたからである16。そ
して、満州渡航を企て退学届を偽造・提出し寄宿舎を脱走し
て大須の小旅館に２、３日潜んでいた乱歩が停学処分となっ
たのは中学４年生の１９１０年である17。１年も経たないうちに
退寮となった。
　「中学時代は病身でよく学校を休んだので、余り優秀な学生
ではなかった。自慢するような思い出話もない。記憶してい
るのは悪いことばかりで、そのうちでも最大の汚点は、中学４
年生の時に停学を命ぜられ、一ヶ月余り昔の閉門同様に自宅
に蟄居したことであろう。その頃私は寄宿舎に入っていたの
だが、同宿の悪友二人と申し合せ、満州に渡って牧畜をやろう
と、寄宿舎を逃亡したところ、まだ汽車にも乗らないうちに捕
まってしまい、処罰されたのである。その時の首謀者の不良
少年は、今では東京某大学の物理教授になっている。」18

　ちなみに、Web版「五中－瑞陵６０周年記念誌」によれば、
＜寄宿舎のこと＞の項に「（寄宿舎は）停学処分を受けた生徒
の保護監察的な場所としてここが利用されたこともあったよ
うだ。江戸川乱歩、当時の平井太郎（一回卒）は在校当時か
ら墓場をうろついたり、探偵小説を書いて小学生に売りつけ
ていたというが、学校を理由なく三日間休んで停学一号の処
分を受け、あとでしばらくの間寄宿舎へ入れられていたとい
う」との記述がある。乱歩の記述と齟齬があるが、乱歩が停
学処分を受けたことは間違いないだろう。
５．自製の雑誌を小学生に販売19

　中学３年生のとき20、乱歩と友人二人（級友の本荘実（五
１回。後の開業医、医学博士）、明倫中学の丹下某）の三人合
作で探偵小説を創作しそれを印刷して小学生に売ることを、

乱歩が提案。実際に各小学校の退校時間を見はからって門前
に待っていて小学生達に売った。その時、乱歩は、その広告
を自分で書いて、糊の皿を片手に持って、電柱や小学校の壁
へ処かまわず貼った。当時は現在のように街にポスターを貼
るようなことはなかったので、巡査に叱られはしないかと本
荘氏はハラハラしたという。この電柱のビラ貼りには、乱歩
の弟も駆り出された。
　乱歩の事業家肌、アイディアマン的性格が顔を出したエピ
ソードである。
６．五中同級生との初恋21

　男子校の五中では当時、同級生同士のプラトニックな同性
愛が流行っており、「附文（つけぶみ）が盛んだった。乱歩自身、
数え１５歳の時、「相当有名な美少年」である五中の同級生と両
想いの「プラトニックな恋」を体験した。乱歩の初恋である。
　「当時僕は、内気娘の恋のように、昼となく夜となく、ただ
彼のことばかり思いつめていた。」「彼に逢えば、堅くなって
口が利けない。一緒に散歩するようなことがあると、ちょっ
と二人のからだがふれ合ってもゾックと神経にこたえる。手
を握り合ったりすれば、熱が出てからだが震え出す始末です。
それでやっぱり手が握りたい。こちらから握るよりも、先方
から握ってほしい。」
　しかし、「ラブレターは盛んに書」くものの、ろくに口も利けず
手を握るだけの初恋は長続きせず、自然消滅した。間もなく、こ
の同級生は五中を終えないで病気のため夭折したという22。
　なお、近現代日本文学史の専門家によれば、男子校の旧制
中学では全国的に同性愛が珍しくなかったとのことである
（五中だけが特殊だったわけではない。念のため）。
７．乱歩の瑞陵人脈と反骨精神
　「東京に「東部五中会」というのができて、１回から２０回ぐ
らいまでの卒業生が、年に１、２回集まって回顧談をやる。
そこで、よく顔を合わせるのは竹内芳衛、谷川徹三、山本三
郎の諸君である。」23物理学者アインシュタインらとともに世
界連邦政府樹立の提唱者の一人で著名な哲学者である谷川
（五２回）の説明は他に譲る。竹内（五１回）は『長寿の科
学』（１９３７年）の著書で我が国の老人病学（認知症）の第一
人者である医師24、山本（五２回）は不明である。乱歩は戦
後、世界連邦主義を唱えている25ことから、谷川との親交が

　　　　　　　　　　　　　　　
１５　「江戸川乱歩自筆年譜」『乱歩の軌跡』付録３頁。江戸川乱歩「江戸川乱歩年譜」『江戸川乱歩推理文庫６５乱歩年譜著作目録集成』（講談社、１９８７年）１０頁。もっと
も、寄宿舎の完成は１９０９年１１月である（『五中－瑞陵百周年記念誌』３５４頁）ため、同年９月に寄宿舎に入ったという乱歩の年譜とは齟齬がある（但し、仮寄宿舎は
既に存在した）。なお、寄宿舎は１９２３年に廃止されている（『五中－瑞陵百周年記念誌』３５６頁）。

１６　『貼雑年譜』１８頁。
１７　前掲の「江戸川乱歩自筆年譜」では、寄宿舎生活が同年６月で終了しているため、停学処分も同時期であると推測できる。
１８　江戸川乱歩「準名古屋人」『推理文庫６０』７８頁。なお、乱歩は別の新聞記事では、停学期間は「５日間」だったと回答している（名古屋毎日新聞１９３４（昭和６）
年５月４日付け「停学食らった頃　支那密航を企てた五中時代」『貼雑年譜』１８頁）。乱歩は「この記事は無論私の語った通りではない」と注意書きをしているから、
「準名古屋人」の内容の方が正しいのかもしれない。なお、乱歩以外の下級生二人は退学になったとこの記事にある。
１９　『貼雑年譜』１７頁。『乱歩の軌跡』２４頁。このエピソードの出典は、本荘実の回想（昭和１３年版の五中会報）である。また、別の機会には、乱歩は、後の東北大学
教授で「日本家族法学の父」と称される小学生時代の中川善之助氏らと雑誌を作成している。雑誌作成グループの総師が乱歩であり、中川氏はその手足として働い
たという（中川善之助「太郎さんのこと」『宝石』１７巻１号（１９６２年１月号）１３３頁）。五中時代の乱歩は、学校の内外を問わず、後に日本を代表する知識人となる
人物と交流をしていたのである。

２０　『乱歩の軌跡』３６頁。
２１　「乱歩打明け話」『江戸川乱歩全集７』３７６頁。五中で同性愛が盛んであったことは、谷川徹三「中学時代の江戸川乱歩」『宝石』１７巻１号（１９６２年１月号）１３５頁
も参照。

２２　美少年崇拝は乱歩の小説の特徴の一つとされている。澁澤龍彦は「あの有名な探偵明智小五郎の助手小林少年、作者の言葉によれば「いつも１３、４歳でリンゴの
ような頬をしていて、少しも年をとらない」小林少年が、この作者の美少年憧憬のひそかな形象化であるということも、私たちはここで認識しておく必要がありそ
うだ」と記している（澁澤龍彦「江戸川乱歩について」中島河太郎編『江戸川乱歩　評論と研究』（講談社、１９７９年）１３８頁）。実際、創作の年月が経つにつれて作
中で明智は歳を取っていくのに対し、この小林芳雄少年は永遠に「少年」なのである。しかも、その容貌を活かして少女に変装するほどの美少年として小林少年は
描写されている。そして、小林少年の年齢と乱歩の初恋の年齢が重なっていることが私には気になる。この小林少年のモデルこそ、乱歩の初恋相手で夭折した五中
の同級生ではないか。ダンテが２４歳の若さで夭折したベアトリーチェを『神曲』の中でその夭折した歳のまま生かし続け淑女崇拝をしたように、乱歩も夭折した同
級生を作中で描き美少年崇拝をしていたのではないだろうか。乱歩の美少年崇拝の原点が五中在学中にあったかもしれないと思うと興味深い。

２３　「準名古屋人」『推理文庫６０』７７頁。
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　時下　皆様におかれましてはますます御健勝のこととお
慶び申し上げます。
　瑞陵会ゴルフ幹事の木村です。昨年秋から今年春までに
行われた親睦会ゴルフコンペの結果等についてご報告申し
上げます。
　平成２５年１０月２３日、第２０回コンペを花の木Ｇ・Ｃにて、
また本年５月２８日、さなげＣ・Ｃにて第２１回コンペを実施
致しました。参加者は２０回コンペが１９名（男性１７、女性２）、

瑞陵会親睦委員会ゴルフ幹事　木 村 鍾 治（瑞１８回）

瑞陵会親睦ゴルフコンペの御報告（６）

あったと思われる26。
　また、１９３５（昭和１０）年の京浜五中会における出席者３１名
の集合写真では、最前列の乱歩の３人隣に、「日本のシンド
ラー」と評される杉原千畝（五６回）が写っている27。乱歩
が反戦的小説「芋虫」28を発表したのが治安維持法による大検
挙（３・１５事件）があった翌年で世界経済恐慌が開始した１９２９
年、警視庁検閲課から「芋虫」の全篇削除の処分を受けたの
が戦時体制が強まった１９３９年３月３１日29、全作品が絶版にさ
れ、事実上、全作品が出版禁止にされたのが太平洋戦争が開
始した１９４１年である。一方、杉原が外務省の命令に背きビザ
を発給し、６０００人のユダヤ人の命を救ったあの偉業が１９４０年
である。乱歩と杉原の反骨精神には何らかの因果性・共通性
があるのかもしれない30。
８．おわりに
　「津市も名張町も、故郷という感じが乏しく、かえって、幼
年時代から中学卒業まで住んでいた名古屋の方が、親しみが
あり」31、「名古屋の方が故郷みたいなものである」32と乱歩は
記している。乱歩の本籍地は乱歩が一度も住んだこともない
津市、また、乱歩の出生地で出生から「２年ほど住んだ」33の
が名張町（現名張市）である。五中卒業まで１５年間住んだ名
古屋に乱歩が親しみを持ったというのは、われら同窓生・名
古屋人にとって嬉しい記述ではないだろうか。しかし、乱歩
の出生地が名張であることは有名であるのに比べ、乱歩が青
春期を過ごした場所が名古屋であることはあまり知られてい
ない。残念に思うのは私だけであろうか。
《瑞陵と江戸川乱歩の歩み》
１９０７（明治４０）年　旧制五中創立。１期生として乱歩、入学。

乱歩、自転車通学。
１９０８（明治４１）年　旧制八高設置のため、校地移転（瑞穂区瑞

穂町山の畑→同区高田町）。
　　　　　　　　乱歩、五中同級生とプラトニックな初恋。
１９０９（明治４２）年　乱歩、自家製の雑誌を小学生に販売。
　　　　　　　　乱歩、９月に寄宿舎に入る。
１９１０（明治４３）年　乱歩、満州渡航企て寄宿舎脱走し１ヶ月

（５日説も）の停学処分。
　　　　　　　　１１月、皇太子（後の大正天皇）が五中を訪

問（乱歩は言及せず）。
１９１１（明治４４）年　五中校舎竣工。
１９１２（明治４５）年　第１回卒業式（生徒総代祝辞は谷川徹三34）。

乱歩、卒業。
…………
１９３７（昭和１２）年　五中創立３０周年祝賀会。乱歩、記念講演

「探偵小説漫談」35。谷川も。
１９４７（昭和２２）年　五中創立４０周年祝賀会。乱歩、記念講演36。

岡部金治郎も。
　　　　　　　　乱歩原作の映画「パレットナイフの殺人」、

祝賀会で上演。
１９４８（昭和２３）年　新制瑞陵高校発足。校地移転（同区高田町

→同区北原町）
１９５７（昭和３２）年　瑞陵創立５０周年祝賀会は挙行されず。
１９６５（昭和４０）年　乱歩、死去（７０歳）。
…………
１９６７（昭和４２）年　瑞陵創立６０周年記念式典。谷川、記念講演37。

　　　　　　　　　　　　　　　
２４　『貼雑年譜』１７頁。五中在学中に美少年の乱歩を竹内芳衛氏が追っかけて何とかしたという話は、在学時に相当みんなに知られていたという（谷川徹三「中学時
代の江戸川乱歩」『宝石』１７巻１号（１９６２年１月号）１３５頁）。なお、医学博士となった竹内氏は、後年に「竹内大真」というペンネームで数多くの執筆をしている。

２５　江戸川乱歩「ユートピア」「平和への道」「空想・科学・世界国家」『推理文庫６０』９３頁、１５１頁、１６８頁。
２６　例えば、乱歩と谷川は、五中創立３０周年記念式典で記念講演をするため名古屋へ出向いたあと、一緒にラジオ座談会もしている（江戸川乱歩「名古屋・井上良
夫・探偵小説」『推理文庫６０』１７頁）。

２７　『五中－瑞陵百周年記念誌』１８０頁の写真。
２８　あらすじは、誤解を恐れずにいえば、日本版チャタレイ夫人の関心が（森番ではなく）四肢、聴覚、言葉を失い、まるで芋虫のような傷痍軍人の夫に向かったた
めに生じたエログロである。しかし、この作品からは、傷痍軍人を英雄として持ち上げる世間の無責任性と、健全な身体を奪う戦争の残虐性に対する告発が読み取
れる。発表当初から数箇所に伏字があった。

２９　中島河太郎「「貼雑年譜」について」『貼雑年譜』１頁。
３０　「芋虫」の執筆について乱歩には反戦主義の意図はなかったという意見がある（例えば、松本清張「江戸川乱歩論」『江戸川乱歩　評論と研究』７８頁、中島河太郎
「うつし世は夢」『推理文庫６０』２８１頁）。それらの意見の主な論拠は、「芋虫」の発表直後に沸起こった左翼文学者らの「芋虫」への賞賛に対し乱歩が冷淡であった
ことである。しかし、そのことは、同じ反戦主義であっても、その基底思想となりうる自由主義と左翼思想は似て非なる思想であるため、乱歩の反戦主義を否定す
る根拠にはならないと私は考える（また、別の視点からは、「芋虫」の発表により当局から既にマークされていた乱歩が、その賞賛を公然と受け入れることは困難
ではあったとも思える）。
　　また、戦後の１９５０年代には、乱歩本人が反戦主義の意図を明確に否定している（江戸川乱歩「乱歩・自作自解　コラージュ」新保博久ら編『謎と魔法の物語』
（河出書房新社、１９９５年）３２９頁）。しかし、敗戦直後の１９５０年代当時においてマルクス主義が日本の文学者を席巻し、芸術は政治思想に従属すべきとの風潮があっ
たのに対し、乱歩は、政治と芸術の峻別、すなわち、芸術には独自の価値があるため、作家の政治思想と芸術作品である小説とを峻別すべきとの立場から、「芋虫」
の反戦主義の意図を否定したのであり、その文脈を重視すべきである。したがって、乱歩本人が戦後の特定の時期に反戦主義を明確に否定していても、「芋虫」執
筆時に反戦主義の意図がなかったことにはならないのである。

　　さらに、非戦論で知られる「萬朝報」を創刊した黒岩涙香の小説を耽読し、早稲田大学在学中には非戦論を根本に日本軍の二個師団増設反対演説をし（『乱歩の
軌跡』３０頁）、多数の政治家を輩出した早大政治経済学部を論文２番・成績４番で卒業し、「大学卒業の頃、本気で政治家になるつもりであ」り（『乱歩の軌跡』１３２
頁）、尾崎行雄翁直系の自由主義者で大政翼賛会に反対した反軍国主義の代議士と知遇を得ており（「追放解除と川崎克先生」『推理文庫６０』７２頁）、戦前からコスモ
ポリタンの思想を持ち（『乱歩の軌跡』８２頁）、戦後には世界連邦主義を唱えた乱歩が戦争に無関心であったとは私には思えない。これに加えて、自由主義の校風で
ある五中瑞陵の輩出した諸先輩（谷川、杉原、本多顕彰、本多秋五、都留重人ら）がいずれも国家主義に対する自由主義者であり、かつ、卒業後も乱歩はこれらの
五中の卒業生の交わりに参加しているのである。以上から、五中瑞陵の自由主義の系譜に乱歩は連なる人物であると私は考える。

　　したがって、傷痍軍人を題材にした「芋虫」に私は乱歩の反戦主義を嗅ぎ取るのである。
３１　江戸川乱歩「ふるさと発見記」『江戸川乱歩全集１１』（講談社、１９７０年）３７１頁。
３２　江戸川乱歩「名古屋と探偵小説」『推理文庫６０』２３８頁。
３３　「ふるさと発見記」３７１頁。なお、前注の「江戸川乱歩自筆年譜」によれば、名張に住んだのは生後７ヶ月強であり、その後２年弱を三重県亀山町（現亀山市）で
生活し、名古屋市での暮らしは１８９７年４月からである。

３４　「web版６０周年記念誌」＜第一回卒業式＞の項目。
３５　『五中－瑞陵百周年記念誌』１７３頁。『貼雑年譜』３４９頁。
３６　『五中－瑞陵百周年記念誌』３８頁。
３７　『五中－瑞陵百周年記念誌』５３頁。 

２１回コンペが２３名（男性２１、女性２）という状況でした。ま
た、参加されている卒業期は１３回生から２０回生となってい
ます。
　私がゴルフ幹事をさせて頂いてから、既に今年で７年目
となり１３回のコンペを計画実施してまいりました。この報
告書も今年で６回目となります。現在会員数は新しく参加
する方も増え６０名程となっています。しかしながら、参加
する卒業期に偏りが生じており、１３回生、１８回生が主体と
なっております。このように同窓会の親睦の場を利用して
同期生の融和団結を図って頂けるのは幹事として喜ばしい
ことですが、せっかくの同窓会ですので、幅広い卒業期の
方に参加して頂き、先輩と後輩間のコミュニケーンも図っ
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　２０２０年オリンピック、パラリンピックが東京で開催され
ることに決まった。今を去ること５０年、昭和３９年（１９６４年）
には東京でオリンピックが華々しく開催された。高度経済
成長の真っただ中、日本の首都東京は、高層ビルの林立、
高速道路・新幹線の整備など瞬く間に、近代都市に様替わ
りを遂げた。
　東京オリンピックでは、「東洋の魔女」の異名で脚光を浴
びた女子バレーボールや「オニに金棒、小野に鉄棒」と言
われた男子体操、へ－シンクには負けたものの「お家芸の
柔道」など多くの競技で金メダルを勝ち取った。ところで、
サッカーは当時のオリンピック大会では、プロ選手の出場
が厳しく制限されており、二流、三流の大会で、世界各国
では関心もあまり高くなく、人気のない競技であった。そ
んな中で、日本チームは、長沼健監督の下、社会人の八重
樫茂生、鎌田光夫、川淵三郎などに混じって、学生であっ
た横山兼三、小城得達、釜本邦茂、杉山隆一などを擁し、
南米の強豪アルゼンチンを破ってベスト８入りを果たした
ことはあまり知られていない。
　さてそこで、我が瑞陵高等学校サッカー部はというと、
当時、聞くところによると、大正時代の後半に創部された
そうで、ぼつぼつ１００周年を迎える歴史と伝統を誇る運動
部である。インターハイこそ出場経験はないものの、私た
ちが昭和４０年（１９６５年）に入学する直前には、県ベスト６
に勝ち上がり、その上位６チームによる総当たりの決勝
リーグに進出した記録も残っている。
　今でこそ、少年サッカースクールのような選手の育成を
目指したクラブ・団体が全国各地で開かれ、子どものころ
からボールに親しむ環境ができているが、当時は、中学校
にすらサッカー部が存在しているのはごく稀で、ほとんど
の部員は、体育の授業以外には初めてサッカーに触れると
いう状況であった。顧問の教員側も学生時代にサッカーを
経験した指導者は１０校に１校ぐらいの割合にしかおらず、
瑞陵高校でも監督は、杉野則夫（化学の教諭）で、グラン
ドでの指導は、もっぱら上級生やＯＢが当たっていた。

　当時の思い出で一番印象深く残っているのは、夏季休業
中の「校内合宿」である。体力の出来上がっていない私た
ちにとって、真夏の炎天下での４泊５日の練習は、まさに
地獄そのものであった。合宿の前には「資金カンパ」と言っ
て、部員が手分けをして、地図を片手に先輩の自宅まで出
かけて行って、御浄財を頂戴してくるのである。３００円と
か５００円をカンパしていただくのだが、うどんやラーメン
が一杯４０円程度の時代で、１０００円でもいただいた時は大喜
びして帰ってきたものだった。瑞穂区豆田町の市橋製作所
に愛知県サッカー協会の事務所があって、市橋七雄（回不
明、後の名古屋サッカー協会会長で名古屋サッカークラブ
の創始者）も瑞陵の先輩で、「暑い時にごくろうさん」と
言って、カンパのお金と共に冷たい飲み物をいただいたの
を覚えている。
　さて、その「校内合宿」であるが、１年生の大きな仕事
には、練習前のグランド整備とボールの空気入れの二つが
ある。グランドにでこぼこがあったり、ゴールラインや
ゴールエリア、ペナルティーエリアが引いていなかったり
すると、シュート練習やフォーメーション練習ができない
と言われ、また、ボールの空気の入れ具合が悪かったり、
革の綴じ紐の締めが甘かったりすると、ボールを使った練
習ができないと言われ、ひたすら体力強化の練習が中心に
なるわけである。ここで、注目したいのが当時のボールで
ある。おなじみの白と黒のまだらで、バルブ式のボールは
まだ普及されておらず、１２枚から１６枚の革を縫い合わせた
ボールで、中のチューブに空気をいっぱいに入れた後、口
をゴムバンドで止め、それを折りたたんで中に入れ、ニー
ドルという道具を使って、革の綴じ紐で口を締め付けるの
である。口にあてがう革がずれていると、ニードルで
チューブを刺してしまって破裂させたり、へソがうまく収
まらず口がきちんと閉じないと、ヘディングで頭にその部
分が当たると強烈な痛みが走ったりするし、また、品質保
持のため、縫い目に保革油を指先で念入りに摺り込んだり、
今のボールはそのような心配はなく、空気入れや手入れの
ことだけを考えても、それはそれは大変な作業であったこ
とを思い出すところである。
　私たちのころのサッカーは、今のような組織的なパス
サッカーではなく、キックアンドラッシュやＷ・Ｍシステ

鳴呼青春！我が瑞陵高校サッカー部

寺 田 志 郎（瑞２０回）

て頂ければと念じています。それには先ず瑞陵会本部から
の積極的な参加をお願いしたいと思います。本ゴルフコン
ペの親睦会が現在あるのも、前本部役員の前向きな協力が
あったからと言っても過言ではありません。少なくとも名
古屋近郊に居られる現本部役員の方々には、お仕事等に差
しさわりが無ければ、年に１、２回のことですので、ご参
加頂ければ幸いです。出来得れば本部役員等のお力を得て
ゴルフコンペに参加する卒業期の範囲をさらに広げて頂け
ればと期待しております。
　なお、昨年の会報報告でも述べましたが瑞陵会本部から、
優勝トロフィーを寄贈して頂きました。第２０回コンペの優
勝者１８回生の岩野さんには、優勝トロフィー変換時に、お
約束通り岩野さんの名前入りのレプリカを優勝記念として
お贈りしました。今回（第２１回コンペ）の優勝者２０回生の
伊藤さんにも次回のコンペまでに準備する予定です。
　最後に、イギリスのゴルフ評論家ヘンリー・ロングハー
ストの言葉を借りれば、「ゴルフの唯一の欠点は、面白すぎ
ることだ」と言っています。ある時期
イギリスの軍人達が武芸も忘れてゴルフに熱中し、政府か
らゴルフ禁止令迄出たとか……？　「浪花節だよ人生は」で
はありませんが、「ゴルフだよ人生は」と思うことがありま
す。これについては次回機会がありましたら、この紙面を
お借りしお話ししたいと思っております。
　試合は新ペリア（ダブルペリア）方式で実施、結果は次
の通りです（敬称略）

２１回コンペ（Ｈ２６・５・２８）２０回コンペ（Ｈ２５・１０・２３）

卒業期氏　名卒業期氏　名

２０回伊藤　康郎優　勝１８回岩野　哲郎優　勝

１３回近藤　　隆準優勝２０回石村　一郎準優勝

１３回加古　純一３　位１３回坂東　信吾３　位

１３回柴垣　純平５　位２０回石山　恒明５　位

１３回斉藤　二郎７　位１６回滝山　　昭７　位

１８回岩野　哲郎１０　位１８回伊藤　　明１０　位

※第２２回コンペは１０月中旬岐阜県の「東名古屋カントリークラ
ブ」を計画しています。

　幹事連絡先：携帯 090-4850-1392　�052-205-6321
　　　　　　　e-mail　kimurashouji0601@yahoo.co.jp
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ムによるウイングからのオープン攻撃が主流であった。
個々のスキルも３Ｂ（Brain　Ball control　Body balance）の
重要性が説かれ、ぼつぼつボールリフティングやボールス
テッビングなどを練習に取り入れ始めたころであった。
チームの実力はというと、それほどの強豪チームというわ
けではなかったものの、仲間同士仲が良く、チームワーク
の優れた中堅クラスの実力であったと思っている。イン
ターハイ予選は、県大会で一回戦は祖父江高校に２－０で
勝ち、二回戦で、当時新進の中京商業高校（現中京大中京）
に０－６で負けたと記憶している。ぼつぼつ、私立高校が
力をつけてきたころで、公立高校もお互いにチーム力を
アップさせるために頑張ろうと、選手同士が話し合って、
「５校リーグ」（旭丘高、明和高、向陽高、名北高、瑞陵高）
なるものを提唱し、ホームアンドアウェー方式の総当たり
のリーグ戦が企画され、実施された。結果はあまり覚えて
いないが、それ程良い戦績ではなかったかと思っている。
　日本のサッカー界は、東京オリンピックが終わるや、昭
和４０年（１９６５年）全日本のコーチでドイツ人のデッドマー
ル・クラマーの提唱で、古河電工、日立本社、三菱重工、
東洋工業、名古屋相互銀行、豊田織機、ヤンマー、八幡製
鉄の８つの社会人チームによる「日本サッカーリーグ」が
開始された。また、昭和４３年（１９６８年）に開催されたメキ
シコオリンピックでは、東京オリンピックでの中心選手が
そのまま残る中、今なお、さん然と光り輝く「銅メダル」
を獲得し、第Ⅰ期サッカーブームに火をつけた。その後、
日産自動車、読売クラブ、松下電器、トヨタ自動車などが、

社員である「企業アマ」から「プロ選手」（スペシャルラ
イセンスプレーヤー）がどんどん出現し、平成５年（１９９３
年）「日本プロサッカーリーグ」（Ｊリーグ）が誕生する運
びとなった。Ｊリーグの誕生により、日本のサッカーは第
Ⅱ期のサッカーブームを迎え、飛躍的に普及・発展し、現
在では、ヨーロッパを中心に海外チームでプロ選手として
活躍している日本人選手が多くいるようになり、私たちの
時代には夢の舞台であった「Ｗ杯」にも、今回のブラジル
大会を含め、５大会連続出場していることはたいへん喜ば
しいことである。
　ところで、私たちも還暦を過ぎ、数年前から同期生を中
心にして、柴田洋治郎（２０回生）が音頭をとって、懇親の
輪を広げている。在学中、合宿などを通して、厳しくも的
確な指導で一番お世話になった、竹原功（１５回生）を中心
に、広中修・木村鐘治（１８回生）、中野守（１９回生）の先
輩方、同期（２０回生）では、世話役の柴田、キャプテンの
天野孝幸を始め、青山茂徳・浅田恒穂・伊藤康郎・飯田道
義・中村治雅と小生、後輩では、山田治孝・堀田順一・津
坂忠成（２１回生）などが一年に１～２回集まって、一献を
傾けている。そんな時によく話に出るのが、「伝説の人」
（怖い先輩）のことである。私たちの世代では、何と言って
も「オダキュー」こと小田節二（１４回生）、その名前を聞
くだけで震え上がったものだった（実際にはたいへん穏や
かで、優しい人でしたが…）。合宿を始め、日ごろから、私
たちがよく面倒を見ていただいた先輩諸氏は、前出の先輩
のほか、水戸紀明・堀内勲（１５回生）、小山良實・森俊光
（１７回生）、木村洋・角誠之（１８回生）などの方々である。
　私たちが卒業した後は、越山彰（東京教育大卒、現愛知
県サッカー協会副会長）始め、多くの優れた指導者によっ
て、県内でも有数なチームとして活躍し、卒業生の中にも
太田祐嗣（３０回生、現明和高）などの立派な指導者を輩出
している。現在でも、正月の１月２日に、瑞陵高グランド
で「初蹴り会」が催され、多くのＯＢも参加し、楽しんで
いる。現役チームは、前田幸美（時習館高→筑波大卒）と
いう技術的にも理論的にも優秀な指導者に恵まれ、県大会
出場常連チームとして活躍しており、ＯＢとしてもたいへ
んうれしく思っているところで、一層の健闘を大いに期待
している。　　　　　　　　　　　　　　（文中、敬称略）

（平成２６年改正）
第１条　本会は瑞陵会と称す。
第２条　本会は会員相互の親睦をはかり，併せて母校の発

展に寄与することを目的とする。
第３条　本会は愛知県立第五中学校，愛知県熱田中学校，

愛知県熱田第二中学校，愛知県実務女学校，愛知県
女子商工学校，愛知県貿易商業学校，愛知県立瑞陵
高等学校卒業生を会員とし，母校現職員および旧職
員を客員とする。但し，中途転校者等かつて在籍し
た者も希望すれば役員会の承認を得て会員とするこ
とができる。

第４条　本会に次の役員および期別幹事を置く。
　　　�　名誉会長　１　名　現職学校長
　　　�　会　　長　１　名
　　　�　副 会 長　若干名
　　　�　常任幹事　若干名
　　　�　総　　務　２　名　瑞陵高校現職員から選出す

る。
　　　�　会計管理　３　名　うち１名は瑞陵高校事務職

員とする
　　　�　監　　査　２　名
第５条　役員の選出と任期
　　　�　前条の役員は，総会で選出する。
　　　�　役員の任期は２年とする。但し，再選は妨げな

瑞陵会　会則 い。
　　　�　前項に定める役員の任期の始期は、改選年の定

例総会開催の日の属する月の翌々月の初日からと
する。

　　　�　役員が欠けたときには，役員会において選出，
補充することができる。その場合は，総会で報告
し，承認を得ることとする。

第６条　各役員の任務は次のとおりとする。
　　　　　会　　長　本会を代表して会務を統括する。
　　　　　副 会 長　会長を補佐し，会長に事故ある時は

これに代わる。
　　　　　常任幹事　役員会を構成し審議する。
　　　　　総　　務　事務を管理する。
　　　　　会計管理　会計を管理する。
　　　　　監　　査　会計を監査する。
第７条　名誉顧問および顧問
　　　�　名誉顧問は，歴代会長及び同窓会に顕著な功績

のあった方から，総会の議決を経て会長が委嘱す
る。

　　　�　顧問は，経済界，学会，法曹界，教育界，スポー
ツ界など各種分野の著名人で，同窓会を支えてい
ただける方から，総会の議決を経て会長が委嘱す
る。

　　　�　名誉顧問および顧問は，会長の諮問に応じ助言
する。
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合宿風景（昭和４１年夏、汐路中学グラウンド）
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１．名誉会長　吉沢雅之（校長）
２．名誉顧問　鳥居　大（五３７）（百周年事業委員会委員長）
　　　　　　　�木　修（瑞５）（前会長・弁護士）
３．顧　　問　判治誠吾（瑞１２）（大同メタル工業㈱会長）
　　　　　　　斉藤二郎（瑞１３）（愛知県スキー連盟副会長、

現副会長）
　　　　　　　伊神勝彦（瑞１５）（中京高校校長・元瑞陵高

校校長）
　　　　　　　加藤正躬（瑞１７）（元愛知県小中校長会副会

長）
　　　　　　　久田宗弘（瑞１７）（DCMホールディングス社長）
　　　　　　　揖斐敏夫（瑞１９）（日本規格協会会長）
　　　　　　　錫村明生（瑞２０）（名古屋大学医学部教授）
　　　　　　　岡本信明（瑞２２）（東京海洋大学学長）
４．会　　長　中村利雄（瑞１７）（日本商工会議所・東京商

工会議所専務理事）
５．副 会 長　濱田　堯（瑞１５）（豊明市 民生委員・元雁道

郵便局長）
　　　　　　　荒木郷兵（瑞１６）（関東瑞陵会 副会長）
　　　　　　　江副嘉彦（瑞１６）
　　　　　　　青木偉晃（瑞１７）（アオキスーパー㈱相談役）
　　　　　　　天野清美（瑞１７）（つばめ自動車㈱社長）
　　　　　　　一ノ瀬喜之（瑞１８）（吉田衡器製作所・名古屋

市消防団連合会長）
　　　　　　　浜島昭二（瑞１９）（豊橋科学技術大学 名誉

教授）
　　　　　　　佐合広利（瑞２０）（名古屋市 市政資料館 館長）
６．常任幹事　武藤正男（瑞定６）
　　　　　　　坂東信吾（瑞１３）
　　　　　　　稲田萬吉（瑞１４）
　　　　　　　滝山　昭（瑞１６）
　　　　　　　石橋　畝（瑞１７）
　　　　　　　片山真紀（瑞１７）
　　　　　　　水野達郎（瑞１７）
　　　　　　　木村鍾治（瑞１８）（瑞陵会ゴルフ幹事）
　　　　　　　木下道子（瑞１９）

平成２６・２７年度　役員一覧 　　　　　　　栗田真砂（瑞２０）
　　　　　　　寺田志郎（瑞２０）
　　　　　　　濱島誠一朗（瑞２０）
　　　　　　　森　重統（瑞２０）（事務局）
　　　　　　　澤田耕一（瑞２１）
　　　　　　　秋田真希子（瑞２１）
　　　　　　　木村恵子（瑞２１）
　　　　　　　柴田達男（瑞２１）
　　　　　　　神谷彰彦（瑞２２）（事務局）
　　　　　　　鬼頭　誠（瑞２２）
　　　　　　　鬼頭恵子（瑞２２）
　　　　　　　近藤哲典（瑞２２）
　　　　　　　成田龍一（瑞２３）
　　　　　　　松尾知之（瑞２３）
　　　　　　　下岡和美（瑞２３）
　　　　　　　上杉修平（瑞２４）
　　　　　　　渡邊正詞（瑞２４）
　　　　　　　鈴木克彦（瑞２４）
　　　　　　　朝倉隆司（瑞２５）
　　　　　　　天鷲操子（瑞２５）
　　　　　　　松本有子（瑞２５）
　　　　　　　大路　弘（瑞２５）
　　　　　　　中根卓郎（瑞２５）
　　　　　　　岩田　隆（瑞２６）
　　　　　　　西郷　孝（瑞２７）
　　　　　　　鈴木英利（瑞２７）
　　　　　　　早瀬弘親（瑞２７）
　　　　　　　若松文彦（瑞２７）
　　　　　　　田中健二（瑞２８）
　　　　　　　富屋誠一郎（瑞２８）
　　　　　　　青山和暁（瑞２９）
　　　　　　　玉山哲郎（瑞３０）
　　　　　　　佐藤成俊（瑞３８）
７．総　　務　牛田　守（全日教頭）
　　　　　　　篠原　昇（全日教頭）
８．会計管理　福島一雄（事務長）
９．監　　査　石川治志（定時教頭）
　　　　　　　三浦チエ子（瑞５）
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第８条　期別幹事
　　　�　期別幹事は，年次ごとに若干名を置き，各年次

の取りまとめ及び本会との連絡調整などの任務を
行う。

　　　�　期別幹事は，役員会の推薦を経て会長が委嘱す
る。

　　　�　期別幹事の任期は２年とする。但し，再任は妨
げない。

第９条　本会はその目的達成のため，次の会合および毎年
１回交流会を開く。

　　　�　総　会　定例総会は毎年１回開催し，臨時総会
は役員会で必要と認めた時にこれを開催し，①会
則の改正，②役員の選出，③その他必要事項につ
いて審議する。

　　　�　役員会　第４条の役員で構成し，①総会に付議
する事項，②会務および会計，③専門委員会の承
認，その他必要事項を審議し，会務を処理する。

第１０条　議決はすべて出席員の過半数によって定められる。
第１１条�　会長は役員会の議決を経て各種専門委員会を置

くことができる。（ａ．総会実行委員会，ｂ．親
睦委員会，ｃ．会報委員会，ｄ．その他）

　　　�　専門委員会の委員長は役員から充て，委員は役
員会の推薦を経て会長が委嘱する。

第１２条　庶　務
　　　�　庶務は若干名を置き，瑞陵高校現職員及び旧職

員のうちから会長が委嘱する。
　　　�　庶務は，本会の事務を処理する。
第１３条　本会の経費は次の収入をもってこれに充てる。
　　　�　入会金　３,０００円とする。
　　　�　賛助会費　一口５,０００円（５年分）以上とする。
　　　�　広告料，交流会費，その他の収入
第１４条　本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年

３月３１日に終わる。
第１５条　本会の事務局を瑞陵高等学校内に置く。
第１６条　会員多数の地には，総会の承認を得て支部を設け

ることができる。
第１７条　本会則は，総会の議決を経なければ改正すること

はできない。
第１８条　本会則に定めない事項は，役員会の審議を経てこ

れを決定する。
付　則　この改正規定は，平成２４年度から施行する。
　　　　但し，平成２４年度総会の準備，賛助会員の募集，

会報の準備など，会長が必要と認める事項は，平成
２４年１月３１日以降，専門委員会準備会を設置し，準
備を進めることができる。

平成２６年４月１日改正附則
付則１　改正規定は、平成２６年４月１日から施行する。
付則２　平成２６年３月３１日現に役員である者の任期は、第

５条�の規定にかかわらず、同年の定例総会の属す
る月の翌月の末日までとする。
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平成２５年度　瑞陵会会計決算書（補正）
収入済額 ８,１４３,８２８円　　支出済額 ５,８７２,６９６円
　　残額 ２,２７１,１３２円
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

摘　要増減額収入済額予算額項　　目
前年度から繰越０１,９４８,９９５１,９４８,９９５繰 越 金
賛助会費会計・積立
金会計から繰入△８８１,５００３,９６２,５００４,８４４,０００繰 入 金
３,０００円×３８６名△１２,０００１,１５８,０００１,１７０,０００入 会 金
総会参加費△７５０,０００７５０,０００１,５００,０００参 加 費
名刺広告収入等△８３,３６０３１６,６４０４００,０００広 告 収 入
記念誌販売、預金利息等７,６８８７,６９３５雑 収 入

△１,７１９,１７２８,１４３,８２８９,８６３,０００合　　計

支出の部
摘　要残　額支出済額予算額項　目

１,３２７,３２０３２５,８８０１,６５３,２００事 務 費
表彰費等４９０,３８０５９,６２０５５０,０００報 償 費
非常勤職員の報酬５５１,６００１,６００５５３,２００報 酬 費
郵便切手等２２４,１４０７５,８６０３００,０００通 信 費
電気料・消耗品費等６１,２００１８８,８００２５０,０００需 用 費

２１９,２９８３０,７０２２５０,０００会 議 費
会議経費等１３４,０２０１５,９８０１５０,０００役 員 会
会議経費等３５,２７８１４,７２２５０,０００委 員 会
消耗品等５０,００００５０,０００需 用 費

２,０６９,８８６５,５１６,１１４７,５８６,０００事 業 費
懇親費等２３３,８９０１,８３０,１１０２,０６４,０００交流会会場費
会報等印刷・送付費５５５,５５１４４４,４４９１,０００,０００会 報 費
卒業記念葉書等１,１８１,８１０１４０,１９０１,３２２,０００学校支援事業
関東瑞陵会支援９８,６３５１０１,３６５２００,０００支部支援事業
�瑞陵会基金拠出金０３,０００,０００３,０００,０００拠 出 金

３７３,８０００３７３,８００予 備 費
３,９９０,３０４５,８７２,６９６９,８６３,０００合　　計

平成２６年度　瑞陵会会計予算書（案）
収入予算額 ７,３０４,０００円　　支出予算額 ７,３０４,０００円
　　差引額 ０円
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

摘　要増減額前年度予算額予算額項　　目
前年度から繰越３２２,１３７１,９４８,９９５２,２７１,１３２繰 越 金
賛助会費会計から繰入△２,８８１,５００４,８４４,０００１,９６２,５００繰 入 金
３,０００円×３９０名０１,１７０,０００１,１７０,０００入 会 金
総会参加者（３００名）０１,５００,０００１,５００,０００参 加 費
名刺広告収入等０４００,０００４００,０００広 告 収 入
預金利息等３６３５３６８雑 収 入

△２,５５９,０００９,８６３,０００７,３０４,０００合　　計

支出の部
摘　要増減額前年度予算額予算額項　目

４５,８００１,６５３,２００１,６９９,０００事 務 費
表彰費等０５５０,０００５５０,０００報 償 費
非常勤職員の報酬３５,８００５５３,２００５８９,０００報 酬 費
郵便切手等１０,０００３００,０００３１０,０００通 信 費
電気料・消耗品費等０２５０,０００２５０,０００需 用 費

０２５０,０００２５０,０００会 議 費
会議経費等０１５０,０００１５０,０００役 員 会
会議経費等０５０,０００５０,０００委 員 会
消耗品等０５０,０００５０,０００需 用 費

△２,６８６,０００７,５８６,０００４,９００,０００事 業 費
総会・懇親費等１３６,０００２,０６４,０００２,２００,０００交流会費
会報等印刷・送付費０１,０００,０００１,０００,０００会 報 費
生徒向け学習環境整備１７８,０００１,３２２,０００１,５００,０００学校支援事業
瑞陵会支部支援０２００,０００２００,０００支部支援事業

△３,０００,０００３,０００,００００拠 出 金
８１,２００３７３,８００４５５,０００予 備 費

△２,５５９,０００９,８６３,０００７,３０４,０００合　　計

平成２５年度　瑞陵会積立金会計決算書
収入済額 ５,５３０,４７７円　　支出済額 ３,０００,０００円
　　残額 ２,５３０,４７７円
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

摘　要増減額収入済額予算額項　　目
前年度から繰越０５,５２９,６２４５,５２９,６２４繰 越 金
預金利息等４７７８５３３７６雑 収 入

４７７５,５３０,４７７５,５３０,０００合　　計

支出の部
摘　要残　額支出済額予算額項　目

瑞陵会会計へ繰出し０３,０００,０００３,０００,０００繰 出 金

平成２６年度 瑞陵会積立金会計予算書（案）
収入予算額 ２,５３１,０００円　　支出予算額 ０円
　　差引額 ２,５３１,０００円
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

摘　要増減額前年度予算額予算額項　目
前年度から繰越△２,９９９,１４７５,５２９,６２４２,５３０,４７７繰 越 金
預金利息等１４７３７６５２３雑 収 入

△２,９９９,０００５,５３０,０００２,５３１,０００合　計

平成２６年度 瑞陵会賛助会費会計予算書（案）
収入予算額 ８,００６,９６０円　　支出予算額 １,９６２,５００円
　　差引額 ６,０４４,４６０円
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

摘　要増減額前年度予算額予算額項　目
前年度から繰越△３６９,７３０３,３７５,６９０３,００５,９６０繰 越 金
目標１０００名０５,０００,０００５,０００,０００賛 助 会 費

０１,０００１,０００雑 収 入
△３６９,７３０８,３７６,６９０８,００６,９６０合　計

＊平成２６年度　瑞陵会ポプラシート事業（案）
　御園座観劇（年２回）（準備金残額 ６６８,０７４円）

支出の部
摘　要増減額前年度予算額予算額項　目

１１８,５００１,８４４,０００１,９６２,５００繰 出 金

平成２５年度　瑞陵会賛助会費会計決算書
収入済額 ３,９６８,４６０円　　支出済額 ９６２,５００円
　　残額 ３,００５,９６０円
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

摘　要増減額収入済額予算額項　目
０３,３７５,６９０３,３７５,６９０繰 越 金
７０名△４,４０７,２３０５９２,７７０５,０００,０００賛 助 会 費

△１,００００１,０００雑 収 入
△４,４０８,２３０３,９６８,４６０８,３７６,６９０合　計

＊平成２５年度　瑞陵会ポプラシート事業 
　御園座１０月・南座１２月
　支出済額 ４９８,５５０円（準備金残額 ６６８,０７４円）

支出の部
摘　要差　額支出済額予算額項　目

賛助会費の１/５を
本会計繰入△８８１,５００９６２,５００１,８４４,０００繰 出 金

支出の部
摘　要増減額前年度予算額予算額項　目

△３,０００,０００３,０００,００００繰 出 金
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経緯
　例年、御園座のポプラシートを年２回実施していたが、
御園座の改修工事のため、昨年度からは、金山の市民会館
で年１回しか出来なくなった。改修には数年かかるそうな
ので、その間、年１回の歌舞伎鑑賞になってしまう。
　浜島事業「そうだ京都大学へ行こう」を数年続けて企画
しているが、その際南座を通るときに、生徒に紹介し、い
つかここへも連れてきたいと常々思っていた。それで今回
の企画を考えた。
　浜島先生と、同窓会のポプラシートの係の濱田さんに相
談したところ、快く承諾していただいたので、この「浜島
事業、ポプラシート合同企画」が実現した。

南座との交渉
　一般申込より前に、団体申込をするのだが、安い席が少
ないため、かなり強引にお願いして、やっと３０名を受け入
れてもらえた。（ポプラシートのこと、御園座のこと、浜島
事業の意義など説明した。）
　今年度は、南座体験の感想文など送付して、何とかつな
いでいけたらと思っている。

募集
　教頭先生に、保護者向けのネットに紹介してもらったこ
ともあり、１００名の応募があった。３０名の定員なので（ポプ
ラシートは５０名だが）、倍率が高くなった。
　今年度は、どちらかに行けるように御園座と一緒に募集
をかけたいが、南座の決定はかなりぎりぎりなので、（南座
の受け入れも未定だが）無理かもしれない。

生徒の感想
２０８Ｒ　村上　晴香

　１７年間生きてきて、人生初の歌舞伎鑑賞が本場の京都で
南座、しかもテレビにも出ていて少しはなじみのある“中
車”さんや“猿之助”さん、“愛之助”さんの演技をなま

ポプラシート報告「京都南座の歌舞伎体験」

瑞陵高校職員　梶 野 玲 子（２５回生）

「一般財団法人瑞陵高校助成基金」について
１　第２回海外学習助成事業「ルーヴル美術館・オルセー
美術館と大英博物館見学の旅」

　　３月２１日：セントレア出発→２２日：パリ市内研修・オ
ルセー美術館→２３日：ルーヴル美術館→２４
日：ロンドン市内研修→２５日：大英博物館
→２６日：市内研修→２７日：ロンドン出発→
セントレア着２８日

　　生徒１２名参加

２　財団設立一周年記念海外学習助成事業
　　「イタリア４都市（Roma,Firenze,Venezia,Milano）と
フランス（Paris）見学１２日間の旅」

　　７月３０日：セントレア出発→７月３１・８月１日：ロー
マ→２・３日：フィレンツェ→４日：ヴェ
ネツィア・ベローナ→５・６日：ミラノ→７・
８日：パリ→９日：パリ出発→セントレア
着１０日

　　生徒１６名参加

３　７月に i Pad５０台が寄贈された。お礼の式典は７月１８
日終業式後に行われた。

瑞陵高校の近況 で観られるなんて本当にもったいないくらいだと感じまし
た。一生、中に入ることもできないかもしれないと思った
から、雰囲気や内装など、しっかりと眼に焼き付けました。
　もともと、お芝居とかを鑑賞することが好きだったから、
劇団四季や能、狂言は何度も見たことあったけど、歌舞伎
だけはありませんでした。最近、テレビでも歌舞伎の話題
がよく取り上げられていたので、本当に観てみたかったと
ころにこのお話があり、運良く当選し、すごく良い経験が
出来ました。
　「ぢいさんばあさん」の一場面で“中車”演じる“伊織”
が“右近”演じる“下嶋”をあやまって斬ってしまう場面
があったのですが、その時のイヤホンのナレーションで、
「今回はもみあった結果、あやまって斬ってしまったが衝
動的に斬ってしまうというように、演じる役者さんによっ
て少しずつ変わってくる。」と言っていたのを聞いて、ただ
決まっているものを演じるだけでなく、個々の自分らしさ
というかオリジナリティーも出しながら演技している意味
なのかな？すごいなぁと感じたのをよく覚えています。
　祖母が“先代猿之助”さん演じていた「義経千本桜」を
観たことがあったらしく、私も観ることが出来て良かった
です。
　正直なところ、個人的には、夜の部でおこなわれた「口
上」が見たかったです。昼の部が始まる前に、今日の演目
内容を予習してきた友達に簡単にざっくりとあらすじを聞
いたり、「～家！」と呼ぶ人たちについての話を伺ったりし
ていたので、普通以上に楽しめたと思っています。
　イヤホンのナレーションがあったことも大きいですが、
内容もしっかりと自分の耳で聞き取れていたことに、自分
に対してもびっくりもしました。古典の授業のおかげもあ
るかなと。
　他のお客様を見て、京都で歌舞伎を鑑賞するということ
の“ぜいたくさ”を改めて感じ、感謝の気持ちでいっぱい
です。本来だったら、部活がある日だったけれど、試合を
休んでまで京都に行った甲斐はあったと心から思いました。
日本人に生まれて、まあ、能や狂言も素晴らしかったけれ
ども、歌舞伎を見ないのは、損だ！と思っていたし、今回
改めてそう思いました。
　席も一番上で後ろの席とはいえ、オペラグラスがなくて
も肉眼でしっかりみえる正面だったので、大大大満足でし
た。もちろんオペラグラス（双眼鏡）も使いましたけど。
「義経千本桜」で“猿之助”さんが空中ではける時なんて、
眼の前すぎて感動を通り越していました。ご年配の方々が
素敵な着物を着てくる意味がなんとなくわかりました。そ
れだけの価値のある伝統的なことなのだなと肌で感じると
ともに、まだ１７歳の自分が観ることは異例なんだなと感じ
ました。
　この素晴らしい機会を作ってくださった方々と、抽選に
当たった自分の運に感謝します。
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瑞陵進路セミナー（平成２５年度）
１　進路セミナー
　①６月１１日（火）　「国際協力と地域研究」…日本とは違う

世界を知る面白さ
　　　　安藤和雄先生（２５回生）
　　　　京都大学　東南アジア研究所　准教授
　②７月５日（金）　「将来に向けた植物利用テクノロジー」
　　　　湯川　泰先生
　　　　名古屋市立大学大学院　システム自然科学研究所

　教授
　③７月９日（火）　「裁判員裁判について考えよう」
　　　　山田耕司先生（３３回生）
　　　　名古屋高等裁判所　裁判官
　④１１月１５日（金）　「翻訳の仕事」…言葉を通して科学を伝

える
　　　　青山聖子先生　サイエンスライター
　⑤３月１４日（金）　「医学への道」
　　　　三宅養三先生（１２回生）
　　　　愛知医科大学理事長　名古屋大学名誉教授
２　キャリアガイダンス講師（卒業生のみ）

（１年生対象　１０月２３日）
　医療関係　小早川雄介先生（４８回生　南生協病院医師） 
　法律関係　佐藤　成俊先生
　　　　　　　　（３８回生　光が丘法律事務所　弁護士）
　食品製造開発関係　服部幸三先生
　　　　　　　　（１４回生　名古屋フランスcorp会長）
　教職・公務員関係　目次清和先生
　　　　　　　　（２１回生　元名古屋市立若水中学校校長）

２５年度　全国大会
　陸上競技部　全国高校総合体育大会（男子８００ｍ）
　棋道部　全国高校総合文化祭（将棋部門　男子個人）
　　　　　全国高等学校将棋竜王戦（男子個人）準優勝（２年黒川和樹君）
２５年度　名古屋市内県立高校体育大会
　男子総合　５位　　　女子総合　優勝
陸上部男子総合優勝　陸上部女子総合優勝　野球部（硬式）優勝
サッカー部優勝　卓球部男子３位　剣道部男子３位　剣道部女
子３位　弓道部女子団体優勝　水泳部男子総合６位　水泳部女
子総合２位　ソフトボール部優勝　

陸上競技部
・２５年度
　東海高校総体　男子８００m６位
　愛知県陸上競技選手権　女子４×４００mＲ７位・女子２００m７位・女
子５０００mＷ５位・女子三段跳び７位

　愛知県高等学校新人大会　男子４００m２位・男子４×４００mＲ３位・
男子５０００mＷ６位・男子やり投げ６位・女子三段跳び２位・女子
５０００mＷ３位・女子砲丸投げ３位・女子１００mＨ５位・女子８００m６位
　東海陸上競技選手権　女子２００m７位・女子４×４００mＲ４位
　東海高等学校新人大会　女子５０００mＷ８位・男子４００m６位・女子
砲丸投げ３位
・２６年度
　県高校総体　女子フィールド２位・女子砲丸投げ２位・女子円盤投
げ５位・女子走幅跳２位・女子走高跳５位・男子８００m優勝・男子
１５００m５位
サッカー部　２５年度全国高校サッカー選手権で県大会出場
水泳部　２５年度県高校総体　女子５０m自由形７位
２６年度県高校総体（陸上部以外）
女子バスケットボール部、ソフトボール部、水泳部、サッカー部が県大
会出場、その他、なぎなた競技（個人の部）３位
吹奏楽部　２５年度大阪国際音楽コンクール　管楽器部門木管Age-H
３位、２５年度愛知県アンサンブルコンテスト愛知県大会　打楽器
七重奏　金賞
棋道部
・２５年度
全国高等学校将棋竜王戦愛知県大会　優勝、全国高等学校将棋竜
王戦　準優勝、全国高等学校将棋新人大会愛知県大会　３位
・２６年度
　全国高校総合文化祭愛知県大会（将棋部門　男子団体）優勝
文芸部　２５年度愛知県高等学校文化連盟文芸専門部作品コンクール
短歌部門第２席・散文部門第１席
映画研究部　２５年度高校生映画コンクール自由作品部門　奨励賞・督
励賞・佳作、２５年度８mm映画コンテスト優秀賞

食物科　２５年度全国産業教育フェア愛知大会　全国高校生クッキン
グコンテスト銅賞、２６年度スイーツチャンピオン２０１４佳作
家庭クラブ　２５年度全国高校生ホームプロジェクトコンクール優秀賞

 平成２６年度　全国大会　次の部が出場します。
　陸上競技部　全国高校総合体育大会（男子８００ｍ、女子砲丸投げ）
　　　　　　　７／３０～８／３　山梨県
　棋道部　全国高校総合文化祭（将棋部門　男子団体）
　　　　　　　７／２７・２８　茨城県
　文芸部　全国高校総合文化祭（文芸部門）
　　　　　　　７／２７～７／３１　茨城県

部活動の活躍（昨年７月～本年７月まで）

濱島誠一郎奨学事業報告（平成２５年度）
　濱島誠一朗氏（２０回生）のご厚意により、廣瀬事業の国
内事業を受け継ぐ形で平成２２年設立されました。
１　バス旅行による研修
　杉原千畝記念館とイスラエル料理体験（６月、２５名）、幕
末の京都を行く（壬生・八木邸等、７月、３１名）、正倉院展
（１０月、３４名）、京都・南座での歌舞伎鑑賞（１２月、３０名、
見学費用はポプラシートから支払）、いざ、お伊勢参りへ
（遷宮についての学習、３月、３１名）
　京大ツアー（京大博物館と安藤先生のフィールドワーク、
３月、４０名）
２　博物館・美術館での研修
  名古屋市科学館プラネタリウム（３月、４０名）
３　研修会・講習会への援助
　サマーサイエンスキャンプ２名、　ウインターサイエン
スキャンプ２名

大学入試状況　大学合格者延べ数　過年度卒業生も含む（一部の大学のみ掲載）

国公立医学部（名市大、福井大、琉球大、防衛医科大学校）

２４年度入試２５年度入試２６年度入試２４年度入試２５年度入試２６年度入試２４年度入試２５年度入試２６年度入試
５１１６日本大２４２大阪大１４４北海道大
４５６０２６愛知大１２０奈良女子大１０１東北大
１１４７愛知医科大３０３神戸大５１１筑波大
１７２４２３愛知学院大１３３広島大２１１千葉大
３５６９４３愛知淑徳大１００九州大０１１東京大
２２１３２０金城学院大２００首都大学東京１００東京工業大
２６２５２４椙山女学園大９８８愛知県立大１０１東京外国語大
６９２３１０１中京大１８１５８名古屋市立大０１１東京海洋大
６６２豊田工業大１６８１４３１４３国公立大学計２１２横浜国大
１４４１６８１８７南山大３０１富山大
９２２２２名古屋外大５３４青山学院大４０１金沢大
９９９５７０名城大４６０慶応義塾大５７４信州大
１０５７藤田保健衛生大１０５５早稲田大３５５静岡大
０４４京都女子大１４５上智大９１４１４愛知教育大
１０６６８７８立命館大１７２０２３明治大２４１４１９名古屋大
３７３９４５同志社大１４７７法政大１３１５２２名古屋工業大
１８１８９関西大９２８立教大１０１５１４岐阜大
１７８１１関西学院大１２１４２０中央大１４１４５三重大
９３３９２０９０２私立大学計２４１８１６東京理科大３２１京都大
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賛　助　会　費　募　集
　瑞陵会はネットワーク作りと財政再建が最大の課題です。卒業生の入会金だけでは事業の経費がまかなえず、
財政の健全化は焦眉の急となっております。
　そこで、財政健全化のために昨年から賛助会費を募ることにしました。５年分の年会費と考え賛助会費にご協
力下さい。５年間会報を送らせていただきます。会報は瑞陵会ホームページでもご覧頂けますが、あなたの愛校心
が瑞陵会の支えです。　振り込み用紙の請求は瑞陵高校内瑞陵会事務局までどうぞ。（用紙がなければ、振込み手数
料本会払いでも構いません）
　賛助会費 一口 ５，０００円（一口以上でお願いします）　郵便振替（口座番号００８８０－７－１９０７４０）　払込先 瑞陵会
　会報発送と名簿整理の都合上　〒・住所、氏名、回生（卒業年度）をご記入下さい。

五３２　尾崎良康
実１　近藤茂子
実２　影山美代子
実２　平岡万寿江
　２　岩田康子
　４　太田　宏
　５　亀田重満
　１０　安井恒雄
　１０　塩谷伸晴
　１２　牧　とめ
　１２　林田美恵子
　１３　斉藤二郎

　１４　鈴木淳嘉
　１４　井上興治
　１７　日比　均
　１７　青木偉晃
　１７　小林澄子
　１７　岩田茂子
　１７　三村信之
　１７　天野清美
　１８　辻　健郎
　１９　木下道子
　２０　伊藤正伸
　２０　水野金孝

　２０　高橋完治
　２１　岡田高明
　２１　秋田真希子
　２２　足立政治
　２２　松良正志
　２２　加藤文隆
　２３　大脇正哉
　２４　�橋成夫
　２４　中山登晴
　２４　森　富雄
　２５　中根卓郎
　２７　若松文彦

　２９　佐藤正徳
　２９　濱島隆之
　３３　山田恵理子
　３４　中村美子
　３４　勝山裕康
　３４　小室悦子
　３４　中嶋麻子
　３４　小林美智子
　３６　伊藤辰夫
　３７　寺島正美
　３７　瀧崎優佳
　３７　南川綾子

　３８　大田安浩
　３８　大崎由美
　３９　平田桂子
　３９　林　瑞絵
　６２　片岡孝介
　６２　三品秀和
定８　釜田健二
旧職員　渡辺典子

� �������������������������������������������

一般財団法人瑞陵高校瑞陵会基金の説明と協力のお願い

　瑞陵会は平成２５年に「瑞陵高校への支援」「在校生の教育
活動の充実」「卒業生の同窓会活動の活性化」等に寄与する
ことを目的として「一般財団法人瑞陵高校瑞陵会基金」を
設立いたしました。具体的に申しますと、故廣瀬清市先輩
（校医・五中２４回）による海外派遣事業（平成１７年度～平成
２２年度）や周年行事のような、中長期的事業や多額な経費
を要する特例的事業に対応することを考えてのことです。

　ところで、瑞陵高校は２０１７年（平成２９年）に創立１１０周年
を迎えます。この記念事業として瑞陵会は以下のことを計
画しております。
　�　感喜堂の耐震改修工事終了後、スライディングウ

オール、机椅子等を寄贈して定時制給食室の一部を学
習室として整備するとともに、エアコンとあわせて多
目的ホールとしても使えるようにする。（２３００万円）

　�　先輩の成し遂げた偉業を顕彰し生徒に伝える事業
（４００万円）

　　　例えば、一人芝居『杉原千畝物語』を上演
　　　写真集『杉原千畝－命のビザ』の新入生への寄贈
　　　諸先輩の関係図書・著作の寄贈等
　�　記念式典の開催（平成２９年を予定）（１００万円）
　　　同窓生の記念講演、演奏会、パーティ等
　�　その他（１００万円）
　　　感喜堂の一部に著名な先輩の資料・著作を展示する

コーナーを設置
　　　１１０周年名簿の編集…本年秋（１０月頃）発刊予定
　　　散逸アルバムの収集・複製
　　　１１０周年記念事業実行委員会の設置等

　これらの事業実現のためには総額約３０００万円以上のご寄
付を募らねばなりません。同窓会会員の皆様のさらなるご
理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　郵便振替　口座番号　００８８０－４－１８３４８９
　　　　　　払込先　一般財団法人　瑞陵高校瑞陵会基金
※瑞陵会活動維持のための賛助会費とは異なります。ご注
意ください。

１２　判治誠吾
１７　中村利雄
１７　天野清美
１７　青木偉晃
１７　久田宗弘
１７　加藤光治
１７　西田克彦
１７　高羽俊彦
１９　浜島昭二
１９　粟田敬八
２０　佐合広利
２４　上杉修平
２７　西郷　孝
２９　青山和暁

１１　那須義弘
１４　山田隆國
１４　鈴木淳嘉
１５　濱田　堯
１６　荒木郷兵
１６　松井和之
１６　山田和枝
１６　江副嘉彦
１６　廣田健一
１７　松岡栄治
１７　小林澄子
１７　竹本憲司
１７　小野田春代
１７　加藤正躬
１７　水野達郎
１７　片山眞紀
１８　安島政実
１９　�河原啓子
２０　森　重統
２１　秋田真希子
２１　柴田達男

２２　近藤哲典
２２　足立政治
２２　加藤文隆
２２　松良正志
２４　中山登晴
２４　森　富雄
２５　天鷲操子
２５　寺西利夫
２７　東　信昭
２９　佐藤正徳
２９　濱島隆之
３４　勝山裕康
３４　小室悦子

高額寄付者

賛助会員名簿 平成２５年８月～平成２６年７月
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　当会報にいつも広告を出していただいていた瑞陵１５回卒、
㈱新栄商会の時津忠さんが昨年１２月に亡くなられました。
そのことを知らずに今年も広告掲載のお願いをお送りした
ところ、会社を引き継がれた御子息の時津達也氏から、御
父君ご逝去のお知らせとともに広告を引き継ぐ旨のご連絡
をいただきました。二代に渡る瑞陵会ご支援に感謝し、故
時津忠先輩のご冥福をお祈り申し上げます。
　また旧講堂の件もあり、近年は時々新聞の話題になりま
す。今年３月には朝日新聞の日曜特集「教育２０１４」で三回
にわたり取り上げられました。題して「瑞陵魂」。故廣瀬清
市先生の海外派遣事業の紹介を皮切りに（上）、支援を引き
継ぐＯＢの輪を紹介し（中）、「正しいと思ったことを行う」
杉原千畝の精神を後輩に伝えたいという私たちの思い（下）
を「瑞陵魂」と表現してくれました。有り難いことだと思
います。（Ｓ．Ｈ．）

編集後記

瑞陵法曹会有志一同

瑞陵会ホームページのご案内
　会報は瑞陵会のホームページにも掲載しています。
　今まで郵送でお届けしていた同窓生で、ホームペー
ジがあれば郵送不要と思われる方は、編集委員までお
知らせください。

shoji.hamajima@gmail.com

外堀通り法律事務所
�木　修　　（瑞５回）
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内２‐２‐７
　　　　　　丸の内弁護士ビル９０１号
TEL.０５２‐２０１‐７６５６ FAX.０５２‐２０４‐１２４４

浅井法律事務所
浅井　得次　（瑞８回）
〒４６０‐０００８　名古屋市中区栄２‐７‐１３
　　　　　　ヴィア白川９１６号
TEL.０５２‐２２３‐３６６０ FAX.０５２‐２２３‐３６６１

東海法律事務所
石川　智太郎（瑞１１回）
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内３‐５‐３５
　　　　　　弁護士ビル９０１・９０２号
TEL.０５２‐９６１‐０６５１ FAX.０５２‐９６１‐０６５３

千種総合法律事務所
塚田　昌夫　（瑞１３回）
〒４６４‐００７５　名古屋市千種区内山３‐１８‐８
　　　　　　千種法律ビル２階
TEL.０５２‐７３１‐０６００ FAX.０５２‐７３１‐５３４０

弁護士法人 柴田・中川法律特許事務所
柴田　肇　　（瑞１５回）
〒４４０‐０８１４　豊橋市前田町１‐２‐１１
TEL.０５３２‐５３‐７０８７ FAX.０５３２‐５４‐２１０６

中部綜合法律事務所
長谷川　忠男（瑞１５回）
〒４６１‐０００１　名古屋市東区泉２‐３‐２０
　　　　　　長谷川ビル３階
TEL.０５２‐９３１‐９１９２ FAX.０５２‐９３１‐６０６２

さくら総合法律事務所
加藤　謙一　（瑞１９回）
〒５１４‐０００７　三重県津市大谷町２１‐８
TEL.０５９‐２２７‐６９５１ FAX.０５９‐２２５‐５９４３

加藤茂法律事務所
加藤　茂　　（瑞１９回）
〒４６６‐００６４　名古屋市昭和区鶴舞３‐８‐９
TEL.０５２‐７３２‐７８２１ FAX.０５２‐７３２‐７８２２

中村正典法律事務所
中村　正典　（瑞２１回）
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内３‐６‐２７
　　　　　　ＥＢＳビル２階
TEL.０５２‐９７１‐７４２４ FAX.０５２‐９７１‐７４２５

金山総合法律事務所
渥美　玲子　（瑞２２回）
〒４６０‐００２２　名古屋市中区金山１‐９‐１７
　　　　　　金山スズキビル８階
TEL.０５２‐３３１‐９０５４ FAX.０５２‐３３１‐９０６０

弁護士法人 岐阜合同法律事務所
安藤　友人　（瑞２２回）
〒５００‐８８１２　岐阜市美江寺町１‐５
　　　　　　岐阜北青色会館
TEL.０５８‐２６４‐３７８０ FAX.０５８‐２６４‐３７８４

成田龍一法律事務所
成田　龍一　（瑞２３回）
〒４６０‐０００３　名古屋市中区錦３‐１４‐１４
　　　　　　夢現錦ビル６階
TEL.０５２‐９７３‐０５３１ FAX.０５２‐９７３‐０５３３

弁護士法人 名古屋総合法律事務所
浅野　了一　（瑞２４回）
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内２‐２０‐２５
　　　　　　丸の内ＳＴビル６階
TEL.０５２‐２３１‐２６０１ FAX.０５２‐２３１‐２６０２

後藤和男法律事務所
後藤　和男　（瑞２４回）
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内２‐１４‐２０
　　　　　　ザ・スクエア８階Ｓ８ 
TEL.０５２‐２０２‐０６８０ FAX.０５２‐２０３‐１４１７

大島真人法律事務所
大島　真人　（瑞２６回）
〒４６０‐０００３　名古屋市中区錦２‐１９‐１
　　　　　　名古屋鴻池ビル９階
TEL.０５２‐２２０‐２２２５ FAX.０５２‐２２０‐２２２８

臼井法律事務所
臼井　幹裕　（瑞３３回）
〒４６０‐０００３　名古屋市中区錦３‐１‐３０
　　　　　　錦マルエムビル３階
TEL.０５２‐２１８‐０５６６ FAX.０５２‐２２１‐５６５６

光が丘法律事務所
佐藤　成俊　（瑞３８回）
〒４６４‐０００６　名古屋市千種区光が丘１‐１８‐３
TEL.０５２‐７１２‐３３５０ FAX.０５２‐７１２‐３３５２

ジェイ・ユー・エヌ服部順法律事務所
服部　順　　（瑞３８回）
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内３‐２１‐２５
　　　　　　清風ビル５階
TEL.０５２‐９６２‐８５１１ FAX.０５２‐９６２‐８５１２

足立法律事務所
中島　朋子　（瑞５６回）
〒４４１‐８０２１　豊橋市白河町６１番地
　　　　　　ターミナルプラザ８０１号
TEL.０５３２‐３３‐４８３１ FAX.０５３２‐３３‐４８３０

平成２６年３月９日（日）朝日新聞掲載許可済


